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o今月のおもな内容③
特集●パワーリハビリテーシヨン事業

筋肉を目覚めさせ、日常生活に笑顔と

自信を         …P2～P5
古島小学校に入学しませんか

,P6～P7
9月市議会 (定例会) P8～P9
10月からサザンクス筑後で

地域通貨を発行     ・ P10～ Pll
散歩道 (みなさんのベージ)

●中P12～P13

サザンクス筑後 P14～P15 ０́

まちの話題 ・P16～P17

保健・衛生 P18～P19
お知らせ P20～P22

図書室だより …P23

月号
OCTOBER
No日

見上げた,い、ほわるかな
ボランテイア活動でサンコアの銅像を拭き掃除する小

学生。9月 15日、日本ボーイスカウト筑後第2団の皆さ

んが、市内のモニュメントの清掃をしました。

(内容は17ベージに紹介)
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コス モ ス

(キク科の一年草。花言葉は

乙女の愛情)

・イチゴ首終わりの手入独拠宅庵
下川チ トエさん (馬間田北)

・ほろびゆくものごとに真看を

もたねど秋の廃橋をゆく
溝上末香さん (船小屋)

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所 。氏名を添えて広報統計係ヘ

・む

この人にズームイン P24



年齢を重ねることで眠つて

しまった筋肉や神経を、専用

のトレーニングマシンを使っ  Ⅲ ・4サ
て呼び覚まそうと、市では9

月2日から「パワーリハビリ

:::号:33::E:[仁
  '

:取り入れ

ているのは、県内で大牟田市に次いで2番目のこと。◆月

は、新しく始まった「ノくワーリハビリテーション事業」に

ついて特集します。

特集   パワーリハビリテーション事業
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ワ
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▲ 6台の専用 トレーニングマシンに分かれて、リハビリ運動をする参加者の皆さん。一人ひとりの体力にあわせ
必要な部分だけを動かします
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特集   パワーリハビリテーシヨン事業

晩

学

両足を固定し上体を起

こす運動器具。腹筋や背

筋などを目覚めさせます。

卓

ひざから下の

部分の上げ下ろ

し運動をする器

具。太ももやふ

くらはぎの筋肉

などを目覚めさ

せます。

日常生活に墜喜な

牌含Eを目資めさせる

ひざの曲げ伸ばし運動をする器

具。太ももやひざの周りの筋肉な

どを目覚めさせます。

P

|

ノ

経と

Ｈ
ｉ
Ｖ

胸

る

や

肉

さ

を

け

腕

筋

め

腕

付

。
の

覚

た

き

具

り

日

。

げ

引

器

周

を

す

上

で

動

の

ど

ま

・
　

　

ま

運

一月

な

せ

監
干

ｔ
歩
〒

胸の部分で曲

げた腕をまっす

ぐに仲ばす運動

器具。腕や胸の

周りの筋肉など

を目覚めさせま

す。

い l

無
理
を
せ
ず
、
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り

９
月
１６
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
か
ら
軽
快
な
音
楽
に
あ
わ
せ
て
「イ

チ
、

ニ
ー
、
サ
ン
、
シ
ィ
…
」
と
い
う
、

元
気
な
か
け
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

広
さ
約

７。
平
方

‐ヽメ
Щ

フ
ロ
‐
リ

ン
グ

の

こ
の
部
屋
は
、
６
月
に
完
成
し
た
ば
か

り

の

「
パ

ワ
リ

ハ
室
」
。
部

屋
に
は
、

６
台

の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

マ
シ
ン
が
備
え

ら
れ

て
い
ま
す
。　
一
見
、
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
ジ
ム
の
よ
う
な

こ
の
部
屋

で
、

マ
シ

ン
を
使

っ
た
林
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た

「
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

事
業
」
参
加
者

の
皆
さ
ん

で
す
。

パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業

（パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
）
は
、
体
が
弱

っ

て
い
る
人
や
介
護
が
必
要
な
人
に
、
専

〓

９

b

両足を左右に開いたり閉じたり

する運動器具◇足の内側やおしり

周りの筋肉などを目覚めさせます。

用
の
医
療
用
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

マ
シ
ン
を

使

い
、
眠

っ
て
い
る
筋
肉
や
神
経
を
呼

び
覚
ま
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、

日
常
生
活
に
必
要
な
筋
力
を

つ
け
る
こ

と
で
自
信
が
生
ま
れ
、
外
出
す

る
機
会

が
増
え
た
り
、
要
介
護
度
が
下
が

っ
た

り
す

る
効
果
が
期
待

さ
れ

て
い
ま
す
。

第

１
期
生
と
し
て
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ

に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
市
内
に
住
む

６４
歳
以
上

の
Ｈ
人
。
平
均
年
齢
は

７８

・

８
歳

で
、
最
高
齢
者
は
１
０
０
歳

の
中

島
賢
治
さ
ん

（前
津
）

で
す
。
１１
人
の

参
加
者
は
、

■
月
ま
で
３
カ
月
間
に
わ

た
り
、
毎
週
火

・
金
曜
日
に
開
催
す

る

リ

ハ
ビ
リ
に
参
加
し
、
年
後

２
時
か
ら

２
時
間
程
度
か
け

て
ゆ

っ
く
り
と
運
動

し
ま
す
。

パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
は
、
ま
ず
参
加
者

の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
無
理
を
し
て
リ

ハ
ビ
リ
を
し

て
も

逆
効
果
に
な
る
た
め
、
そ
の
日
の
体
調

に
よ

っ
て
は
リ

ハ
ビ
リ
を
行
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ

の
メ

ニ

ュ

ー
は
、
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
初
日
に
要
介

護
度
や
自
立
度
、
移
動
能
力
な
ど
を
本

人
か
ら
聞
き
取

り

「
個
別
チ

ャ
ー
ト
」

を
作
成
。　
一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
あ
わ

せ
た
運
動
計
画
を
た
て
、
負
荷

の
大
き

さ
や
手
足
を
動
か
す
範
囲

・
向
き
な
ど

を
調
整
し
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
の
基
本
は
、

あ
く
ま

で

「無

理
を
し
な

い
こ
と
」
。

筋
力
強
化
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん

の

で
、
痛

み
な
く
動
か
せ
る
負
荷

で
ゆ

っ

く
り
と

マ
シ
ン
を
動
か
し
ま
す
。
１０
回

の
動
作
を
し
た
あ
と
、

１
～
２
分
間
休

憩
し
、
も
う

一
度

で
き
る
よ
う
な
ら
さ

ら
に
１０
回
動
か
し
、

こ
れ
を
６
台

の
マ

シ
ン
で
繰
り
返
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ

れ

の
マ
シ
ン
の
そ
ば

に
は
、

理
学
療
法
士
や

２
人

の
運
動
指
導

士
、

保
健
師
、
１２
人
の

「パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

・

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
皆
さ
ん
が
付
き
添

い

「き

つ
く
な
い
で
す
か
」

「息
を
吐

き
な
が
ら
も
う

一
度
や

っ
て
み
ま
し

ょ

う
」
な
ど
と
声
を
か
け
、

マ
シ
ン
の
調

整
や
乗
り
降
り

の
補
助
、
リ

ハ
ビ
リ
指

導
、
参
加
者

の
運
動
後

の
健
康
チ

ェ
ッ

ク
な
ど
を
行

い
ま
す
。

「運
動
は
や

っ

ぱ

り
楽
し
く
や
ら
な
い
と
」
と
語
る
の

は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
人
、
牟
田
口
和

久
さ
ん

（下
北
島
、

７２
歳
）
。

「始
め

た
こ
ろ
に
比

べ
る
と
、
皆
さ
ん

の
表
情

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
ね
。
元
気
に
な

ろ
う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
が
大
事

な
ん
で
す
よ
」
と
、
リ

ハ
ビ
リ

の
効
果

に
大
き
な
期
待

を
寄

せ

て
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
体
力
に

合
わ
せ
た
設
定
が
可
能

パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
は
、
２
年
ほ
ど
前

か
ら
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
な
ど

を
中
心
に
広
が

っ
て
き
ま
し
た
。
全
国

に
先
駆
け
、
平
成

１３
年
度
か
ら
取
り
組

溢導:o劇ちくごⅢa Ю.1



ギ 颯

もう一度女子きな
i山登りをしたい
若いころから山登りが好

きで、98歳まで国内外の山

に登っていました。 日ごろ
からウォーキングなどで足

腰を鍛えていましたが、一

昨年の山登りで足を痛めて

以来、つえが手放せなくな

ってしまいました。足を強

くして、もう一度山登りが

したいと思い、パワーリハ

中島賢治さんンを使った運動は、つらい
こともなく楽しく体を動か

(面,ユ幸、100廟唸) すことができます。皆さん
といっしょに 3カ 月間がん

ばります。

特集  !′ ワヽーリハビリテーション事業

ん

で
い
る
神
奈
川
県
川
崎
市

で
は
、
４．

人

の
要
介
護
認
定
者

の
う
ち
、
３．
人

の

要
介
護
度
が
下
が
る
と
と
も
に
、
そ

の

う
ち

の
１５
人
が

「自
立
」
に
戻
る
と
い

う
結
果
が

で
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た

人
か
ら
は

「寝
返
り
が
う

て
る
よ
う
に

な

っ
た
」

「腕
が
上
が
る
よ
う
に
な

っ

た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
は
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の
方

法
と
し

て
、

こ
こ
数
年
全
国
で
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ

の

「
パ
ワ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
英
語

の
巧
〇
イ散ヽ
Ｒ

を
連
想
し
、

い
か
に
も
筋
カ
ア

ッ
プ

の

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

そ

の
語
源
は

「甲
ｏ
α
α
８

ｏ
Ｈ

８

日
①

付
Ｏ
　
Ｊく
〇
ヽ
一
Ｊ
Ｉ
‐
Ｊく
す
室
①
　
』
０
４
　
田
一α
①
ヽ

声
①
ｌ
呂

一イ
難
び
三

　

（高
齢
者

の
活

動
促
進

。
行
動
変
容

の
た
め
に
価
値

の

あ
る
、
ま
た
有
効
な
結
果
を
生
み
出
す

リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
戦
略
）

の
大
文

字
部
分
を
と

っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も

の

で
す
。
年
齢
と
と
も
に
体
が
動
き
に
く

く
な
る
の
は
、
筋
力

の
衰
え
と
考
え
が

ち

で
す
が
、
実
際
は
筋
肉
と
神
経

の
両

方
が
、
使
わ
な

い
う
ち
に

「冬
眠
」
し

て
し
ま
う
た
め

で
、
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ

研
究
会

（竹
内
孝
仁
会
長
）
は
、

こ
の

「冬
眠
」
し
た
筋
肉
と
神
経
を
呼
び
覚

ま
す

こ
と
が
運
動

の
目
的
だ
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
リ

ハ
ビ
リ

で
使

う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

マ
シ
ン
は
、
２

・
５

ロ
キ
刻
み
で
細
か
い
負
荷
の
設
定
が
可
能

で
、
参
加
者
の
体
力
に
応
じ
て
、
太
も

も
や
腹
筋

・
背
筋
な
ど
、
日
常
生
活
に

必
要
な
筋
肉
だ
け
を
効
果
的
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

要
介
護
度
を
下
げ
る

効
果
に
大
き
な
期
待

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
。
全
国
の

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
数

（９
月
１５
日
現

在
）
は
、
全
国
で
２
、
４
３
１
万
人
と

過
去
最
高
を
記
録
。
高
齢
化
の
波
は
、

市
に
も
確
実
に
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
３
月
３．
日
現
在
、
市
の
高
齢

者
数
は
９
、
４
８
１
人
と
、
前
年
度
と

比
べ
約
３
智
増
加
。
市
の
人
口
に
対
す

る
高
齢
者
の
割
合

（高
齢
化
率
）
は
１９

・

199
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市の人口推移と高齢化率 (資料1)
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平井キクさん

3カ月後の
効果に期待

足腰が弱くなって、外出

するときはつえがないと歩

けないので、普通に歩くこ

とができればと思って参加

しました。まだ始めたばか

りですが、体の調子がよく

なったみたいで、気持ちが

いいです。この運動を 3カ

月続けたら元の調子にもど

るかもしれないと思ってい

ます。スタッフの皆さんは

親切でいい人たちなので、

楽しく運動することができ

ます。足腰が強くなったら、

大好きなカラオケや編み物

をしに、総合福祉センター

に来たいですね。

(鶴田、84歳 )

ど
■
Ｈ

逍

~人
口

―
高齢化率

瑚広報ちくご H15.10.1(4)
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特集 パワーリハビリテーシヨン事業

▲理学療法士や運動指導士などが

一人ひとりの体力に合わせたリ
ハビリを行います

う

う

９
４

（資
料
１
）
と
、
全
国
よ
り
も
約

１
智
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、

日
常
生
活
で
介
護
が
必
要
な
人

（要
介

護
認
定
者
）
は
１
、
３
６
３
人

（平
成

・５
年
３
月
３．
日
現
在
）
で
、
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
す
る
要
介
護
認
定
者
の

割
合

（要
介
護
認
定
率
）
は
１４

・
４
ｒ

と
、
全
国
平
均
１７

・
７
智
よ
り
も
下
回

っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
割
合
は
年
々

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
要
介
護

認
定
者
の
増
加
と
比
例
す
る
よ
う
に
、

市
の
介
護
保
瞼
給
付
費
も
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
平
成
１３
年
度
の
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
で
は
、
介
護
保
険
給
付
費

が
・８
億
３
、
２
５
３
万
円
と
な
り
、
月

額
平
均
に
直
す
と
、
１
カ
月
あ
た
り
前

年
度
よ
り
も
１
、
１
６
３
万
円
増
え
ま

し
た
。
高
齢
者
数
の
増
加
や
、
要
介
護

認
定
者
の
約
２５
智
の
人
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
は
今
後
も
増

加
し
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、
高
齢
者
の
心
身
を

健
康
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
保
険

に
か
か
る
市
の
負
担
を
軽
く
す
る
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
が
要
介
護

度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
市
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後

市
で
は
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
を
き

っ
か

け
に
、　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

生
き
生
き
と
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

市
は
、
平
成
１４
年
度
を

「健
康
づ
く

り
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
４
つ
の
重
要

施
策
の

一
つ
に

「生
き
生
き
と
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
づ
く
り
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
は
、
高
齢
者
の
足
腰
の
機

能
を
高
め
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
や

「寝

た
き
り
」
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
い

で
も
ら
お
う
と

「足
腰
ぴ
ん
し
や
ん
塾
」

を
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
基
本
健
康
診
査

を
受
け
た
人
の
中
で
、
生
活
改
善
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
、
保
健
師
を
派
遣

し
健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ

て
い
る
ほ
か
、
看
護
師
や
管
理
栄
養
士

な
ど
に
よ
る
健
康
相
談

。
指
導
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。　
一
方
、
久
富
行
政

区
を
は
じ
め
市
内
１５
行
政
区
で
は
、
地

域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
活
発
に
行
わ

れ
、
地
域
と

一
林
と
な

っ
た
先
進
的
な

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
市
で
は
、
世
代
を
通
じ
た
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

地
域
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

づ
く
り
事
業
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

囲
申
込
み

・
問
合
せ

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
の
第
１
期
は
一
月

で
終
了
し
ま
す
が
、
来
年
１
月
か
ら
は

第
２
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
受
講
料

は
無
料
で
、
市
が
タ
ク
シ
ー
で
送
迎
し

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
申
込
み
時
期
や
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
介
護
保
険
係

（

０
４
１
■
こ

へ

p

づ

表情が暫さん
明るくなりましたね
リハビリは通常、病気やけ

がをした人の機能回復のため

に行われますが、パワーリハ

ビリは、使わなくなった筋肉

や神経を回復するためのもの

です。重いものを持ち上げる

筋肉 トレーニングとは違い、

軽い負荷 しかかか りませんの

で、だれにでも簡単にできま

す。参加者の皆さんに、無理

をせずに楽しく体を動かして

もらうことを心がけています。

少しずつ長く歩けるようにな

った り、できなかったことが

できるようになったり、リハ

ビリの効果が現われてくると

自信が生まれ、気持ちが前向

きにな ります。現在参加 して

いる皆さんも、最初に比べて

ずいぶん表情が明るくな りま

したよ。皆さんも、気軽な気

持ちで参加してみてください。

上田千鶴子さん

理学療法士

感謝の言葉に

元気づけられます

最近大病を患った子どもが

よくなったので、その恩返し

をしようとボランテイアに応

募しました。先生のお手伝い

をしながら、参加者の皆さん

が、つまづいたり転んだりし

ないように気を付けています。

初めは緊張していた参加者の

皆さんの表情が、回を追うご

とに明るくなってきたことが

うれしいですね。リハビリが

終わって、皆さんが帰るとき

伝ぶ島ユどなBま耳埋継最大測敬子さん
たちが、皆さんからパワーを
】稼百ζ寒撞伊滸牲 ボランティア
たいと思います。

轟饉盈⑤闘ちくご鵬 Ю.1
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上と心の教育

!

に入学しませんか

H

市
教
育
委
員
会

で
は
、
来
年

４
月
に

小
学
校

へ
入
学
す

る
児
童

を
対
象

に
、

古
島

小
学
校

へ
の
特
別
入
学
制
度
を
行

い
ま
す
。
通
常
入
学
す

る
小
学
校
に

つ

い
て
は
、
通
学
区
域
に
よ

っ
て
決
め
ら

れ

て
い
ま
す
が
、
来
年
度
に
限
り
、
下

妻
小
学
校

区
を
除
く
区
域
か
ら
、
希
望

者
は
古
島
小
学
校

へ
入
学
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

古
島
小
学
校

の
全
校
児
童
数
は
、
現

在

６２
人

（資
料

１
）
。
入
学
す

る
児
童

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
来
年
度

の
入

学
予
定
児
童
も
８
人
に
な
る
見
込
み
で
、

こ
の
ま
ま
だ
と
平
成
１７
年
度
に
は
、
２

・

３
年
生

の
合
計
が
国

の
定
め
る
複
式
学

級

の
基
準

（
１６
人
以
下
）
に
満
た
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
複
式
学
級
と
は
、

２

つ
の
学
年
を
合
わ
せ

て
１

つ
の
学
級

を

つ
く
る
こ
と

で
、
市
教
育
委
員
会

で

は
、
市

で
唯

一
の
複
式
学
級
化
を
避
け

る
た
め
、
特
別
入
学
制
度
を
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
校
区
が
隣
接

し
、
同
様
に
児
童
数

の
減
少
傾
向
が
続

く
下
妻
小
学
校
区
か
ら

の
入
学
は
で
き

ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今

回
募
集
す

る
児
童
数
は
、
古
島
小

学
校
区
の
新
入
学
児
童
数
を
上
回
ら
な

い
よ
う
に
８
人
以
内

（応
募
多
数

の
と

き
は
抽
せ
ん
）
と
し
ま
す
。
ま
た
、
来

年

４
月
に
特
別
入
学
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
児
童

の
弟
や
妹
も
入
学
す

る
こ
と

が

で
き
ま
す
。
通
学
は
、

ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
緑
豊

か
な
自
然
環
境
と
、
少
人
数
な
ら

で
は

の
き
め
こ
ま
か
な
教
育
を
受
け
る
こ
と

が

で
き
る
古
島

小
学
校

へ
、
ぜ

ひ
入
学

し

て
み
ま
せ
ん
か
。

囲
申
込
み

・
問
合
せ

来
年
小
学
校
に
入
学
す

る
予
定

の
人

に
は
、

・１
月
上
旬
に
特
別
入
学
制
度

の

応
募
要
綱
を
郵
送
し
ま
す
。
特
別
入
学

の
申
込
み
は
、
応
募
要
綱
に
沿

っ
て
学

校
教
育

課
学
務
係

（
ａ
０

４
１
１
７
）

ヘ

と
ア

Ａ
ｐ
Ｌ
壁
げ
“

園ちくご鵬 Ю・10島聾盈

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年

児重数 8人 人 8人 10人 人 14人

あ
な
た
の
ア
イ
デ
″
て

市
制
５。
固
年
簾
ｍり
上
‐け‐‥，．声
，

○

市
制
施
行
５。
周
年
記
念
事
業

ア
イ
デ
ア
募
集

昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
誕
生
し
た
筑
後
市
は
、
来
年
で
市
制
施
行
５。
周
年
を

迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
５。
年
と
い
う
節
目
の
年
を
皆
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
祝
い
、

市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
た
め
、
平
成
１６
年
度
に
記
念
事
業
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
記
念
事
業
を
皆
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
な

っ
て
作
り
上
げ
て
い
こ
う

と
、
こ
れ
ま
で

『
広
報
ち
く
ご
』
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
使

い
、
中
学
生
以
上
を
対
象
に

「市
民
企
画
委
員
会
」
委
員
を
募
集
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
参
加
者
が
少
な
か

っ
た
た
め
企
画
委
員
会
を
中
止

し
、
記
念
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

新
た
に
つ
く

っ
た

「記
念
事
業
検
討
委
員
会
」
の
中
で
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
、
記
念
事
業
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
の
５。
年
の
歩
み
を
振
り
返
り

「市
民
が
主
役
」
の
記
念
事
業
と

す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【ア
イ
デ
ア
内
容
】
次
の
４
つ
の
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
、

市
民
参
加
が
期
待
で
き
る
も
の

①
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

②
食
を
通
し
て
考
え
る
農
業

③
健
康
づ
く
り

④
資
源
や
環
境
の
保
護

【応
募
方
法

・
問
合
せ
】
記
念
事
業
の
ア
イ
デ
ア
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
添
え
て
、
１０
月
１４
日
例
ま
で

（消
印
有
効
）
に
郵
便
や
電
話
、
フ
ア

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
長
公
室
企
画
調
整
係

（〒
８３３
‐
８
６
０
１

（住
所
不
要
）

ａ
０
４
１
１
１
内
線
１
４
３
囲
⑫
５
９
２
８
ロ
ロ
ロ
属
府
ω
声
α
⑮
ｏ
一電
・ｏ
す
中芹
α
∞
９

αヽ
声
α
Ｏ
声
ω
」
ｏ
）
ヘ
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古島小学校では、小規模校のよさを最

大限に生かし、一人ひとりが主役となっ

てキラキラと輝くことができる「質の教

育」を実践しています。一人ひとりに先

生の目が行き届くのはもちろんのこと、

大規模校ではできにくい学年間の交流が、

日常的に自然な形で行われ、一体感をも

ってさまざまな学校行事に取り組むこと

ができます。また学習面では、基本を繰

り返し行うことで、子どもたちの自信を

付け、中学校へ進学してもしっかりとが

んばれることを目標にしています。小規

模校なので、大きい集団の中で友だちを

つくっていくことはできませんが、キャ

ンプや体験教室など、市内外で行われて

いる事業へ積極的にか加し、他校の児童

と交流するように呼びかけています。小

さくてもキラリと輝く古島小学校へ、皆

さんの入学をお待ちしています。

児重一人ひとりが 古島小学校では

です

関津代子校長

ヽ
ン

に努めます

古島小学校が目指す教育の理想、それは学習課題に意欲的に挑戦し、

生き生きと活動する児童たちを育成することです。古島小学校では、少

人数であることを生かして、次のようなきめ細やかな教育に取り組んで

います。

囲放課後学習チユーターを配置

大学生が放課後に、個別学習指導を行っています。県内で 7校だけに

導入されたユニークな学習方法で、教師を目指す福岡教育大学生が「お

兄さん」「お姉さん」の立場で、一人ひとりに教えます。

圃心と体をきたえる

はんぎり霧藩をはじめ、スキー・スケート教室、グラウンドゴルフ、

さざっちょ (正月の伝統行事)、 泥んこ農園、わんぱくランドなど、豊

かな自然環境や地域とのふれあいを通して、児童たちの心と体を鍛えて

います。

日授業がよくわかる

少人数であることを生かして、児童一人ひとりの「個人育成表」を作

り基礎学力の向上に取り組んでいます。また、質の高い算数の問題や漢

字検定試験、短作文にも積極的にチャレンジしています。

団読書を習慣づける

本を読むことを習慣づけるため、年間を通して「読書タイムJを設け

て取り組んでいます。また、児童たちが幅広いジャンルの本を読むよう

1こ 「担任選定図書への挑戦」を行っています。

●「古島の日」を行います

古島小学校では、11月 18日 例を「古島の日」として、14:00か ら特色

ある教育活動の公開や学習発表会を行います。どうぞご参加ください。

評

６
麹

軽

穀

「環
境

フ

ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
ち
く
ご
」
実
行
委
員
会

で
は

「私

の
エ
コ
ラ
イ

フ
」

を

テ
ー

マ
に
、
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
身
近

で
実
践
し

て
い
る
環
境
保
護

の
取
り
組

み
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
ふ
ろ
の
残
り
湯
を
植
木
に
ま

い
て
い
る
」

や

「通
勤
に
で
き
る
だ
け
自
転
車
を
使
う
」

「買
い
物
に
行
く
と
き
は
必
ず
″
マ

イ
バ

ツ
グ
″
を
持

っ
て
い
く
」
な
ど
、
環
境
に
優
し

い
ち

ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ

ア
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

教
え
て
い
た
だ

い
た
取
り
組

み
は
、

１１
月
９
日
日
に
サ
ン

コ
ア
で
開
催
す

る

「第

２
回
環
境

フ

ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
ち
く
ご
」
や

『
広
報
ち
く
ご
』

で
、
皆
さ
ん
に

紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
私
た
ち

一
人

ひ
と
り

の
小
さ
な
行
動

の
積

み
重
ね
が
、

地
球

の
環
境
を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待

ち
し

て
い
ま
す
。

一応
募
方
法
】
実
践
し
て
い
る
取
り
組

み
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
添
え

て
、

１０
月
３．
日
④
ま

で

（必
着
）
に
郵
便
や

フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

同
実
行
委
員
会
事
務
局

（市
か
ん
き

ょ
う
課
生
活
か
ん
き

ょ
う
係
内

〒
８３３
‐

８

６
０
１

（住
所
不
要
）

囲
０

１
５
８
９

回
田
田
肝
∞
Ｂ
声
＜
Ｏ
α
⑤
ｏ
一ｇ

・ｏ
〓
声
α
∞
９

ユ
声
ぼ
ｏ
声
ユ

９

ヘ

※
氏
名

の
公
表
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
そ

の
こ
と
も
書

い
て
く
だ
さ
い

【問
合
せ
〕
同
実
行
委
員
会
事
務
局

（か
ん
き

ょ
う
課
生
活
か
ん
き

ょ
う
係
内

ａ
０

４
１
１
１
内
線

３
７
１
）

ヘ

髄
融⑫巫到ライリ"
教えて

～地球に胆しい

取り細み彩大募集～

つ

腱韓看⑦ 園ちくごH脩.Ю.1
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郎 F
γ 9月市議会 (定例会)

阻
ミう lL .
殿

を制定

法定協設置の2議案は

'II●

に

９
月
市
議
会

（定
例
会
）
が

、
５
日
か
ら

２２
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会

で
は

「筑
後
市

一
般
会
計
補
正
予
算
」

の
ほ
か

「筑
後
市
福
祉

の

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
に

つ
い
て
」
な
ど
、

‐５
議
案

そ
の
他
が
審
議
さ
れ
、
‐３

議
案
が

可
決

・
同
意
さ
れ
た

ほ
か
、
法
定
協
議
会
設
置
を
求
め
る
２
議
案
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
が
抱
く
、

一
！

一

一

・一

キ

一

一
　

一
ｉ

一
一

す
べ
て
の
人
に
優
し
い

社
会
づ
く
り
を
条
例
化

市

で
は
、
平
成

９
年
度
に

「筑
後
市

障
害
者
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
す

べ

て
の
人
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
に
取
り

組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
地
域
社
会
に
は

ま
だ

ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面

で
障
壁
が

存
在
し
、
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど

の
自

由
な
社
会
参
加
を
妨
げ

て
い
ま
す
。
社

会
に
残
る
こ
れ
ら
の
障
壁
を
取
り
除
き
、

す

べ
て
の
人
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
を

推
進
し

て
い
く
た
め
、
市

で
は
さ
ま
ざ

ま
な
人
や
関
係
機
関
か
ら
意
見
を
聞
き
、

約

５
年
間
か
け

て
条
例
案
を
作
成
。
今

回

「筑
後
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
全

１７
条
か
ら
な
る

こ
の
条

例
は
、
施
設

の
整
備
や
教
育
、

就
職
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
面

で
行
政
、
市
民
、
事
業
者
が
果
た
す

べ

き
役
割
を
明
確
に
定
め
、
福
祉

の
ま
ち

づ
く
り
を
社
会
全
体

で
進
め

て
い
く
こ

と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

入
院
費
用
の
補
助
を

就
学
前
ま
で
に
拡
大

現
在
、
３
歳
未
満

の
子
ど
も
が
病
気

や
け
が

で
医
療
機
関

に
か
か

る
場
合
、

医
療
費

の
自
己
負
担
分

（初
診

・
往
診

料

の
自
己
負
担
分
と
、
入
院
時

の
食
事

代
は
除
く
）
は
、
市
と
県

で
補
助
し

て

い
ま
す
が
、
子
育

て
支
援

の

一
環
と
し

て
、
平
成
１６
年

１
月
か
ら
入
院
時
に
か

か
る
費
用
に
限
り
、
対
象
を
小
学
校
入

学
前

の
子
ど
も
ま

で
拡
大
す

る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

平
成
１５
年
度

一
般

会
計
を
増
額
補
正

５
、
０
１
２
万
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
を
増

額
し
、
平
成

１５
年
度

の

一
般
会
計
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を

１
５
４
億

６
、
６
５

２
万
７
、
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

０
江
口

・
若
菜
行
政
区
の
文
化
財
発
掘

調
査
に
１
、
２
７
０
万
円

江

回
行
政
区
で
見

つ
か

っ
た

「江

回

南
村
囲
遺
跡
」
と
、
若
菜
行
政
区
で
見

つ
か

っ
た

「大
掘
遺
跡

（第

３
次
）
」

の
発
掘
調
査
に
か
か
る
費
用
と
し
て
１
、

２
７
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

０

「環
境

フ

エ
ス
タ
」
開
催
の
た
め
の

経
費
と
し
て
７
６
０
万
７
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

農
村
振
興
基
本
計
画
づ
く
り
の
た
め
の

住
民
意
向
調
査

市

で
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
快
適

で
活
力
あ
る
農
村
地

域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成

１５
年
度
に

「筑
後
市
農
村
振
興
基
本
計
画
」

を

つ
く
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
計
画
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
は
、

で
き
る
だ
け

多
く

の
人

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
生
活
環
境

の
整
備
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
、

衛
生
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
含
ん
だ
総
合
的
な
も

の
に
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
内
に
住
ん

で
い
る
１８
歳
以
上
の
３
、
５
０
０
人

（黒
作
為
抽
出
）

を
対
象
に
、
農
村
地
域
づ
く
り
の
現
状
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
の

「意
向
調
査
」

を
行

い
ま
す
。
調
査
票
は
、
各
行
政
区
長
を
通
じ

て
配
付
し
ま
す

の
で
、
対
象

と
な

っ
た
世
帯

の
皆
さ
ん
は
、
同
封

の
返
信
用
封
筒

で
Ｈ
月
２８
④
ま

で

（消
印

有
効
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
市
が
取
り
組
む
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
村
地
域
づ

く
り
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
回
答
し
て
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
計
画
づ
く
り
以
外

の
目
的
に
は
使

い
ま

せ
ん【問

合
せ
〕
水
路
課

（
盗
０

４
１
１
１
内
線
３
３
３
）

ヘ

腿
〕)鸞
の
な
い

て峯 !

茸 工
=

,― ri tr

劇ちくごH“.Ю.10藩
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人
権
擁
護
委
員
に

上
圏
度
子
さ
ん

・２
月
３．
日
に
任
期
が
満
了
す

る
田
中

綾
子
さ
ん
の
後
任
に
、
上
田
廣
子
さ
ん

（停
車
場
、

５４
歳
）
を
推
せ
ん
す

る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
上
国
さ
ん

の

任
期
は
、
平
成

１８
年

１２
月
３．
日
ま

で
の

３
年
間

で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

市
で
は
１１
月
９
日
側
に
サ
ン
コ
ア
で

「第

２
回
環
境

フ

エ
ス
タ
ｉ

ｎ
ち
く
ご
」
を

開
催
し
ま
す
。
今

回

の
フ

ェ
ス
タ
は
、

国
の
補
助
を
受
け
て
開
催
す
る
も
の
で
、

講
演
会
や
テ
レ
ビ
を
使

っ
た

Ｐ
Ｒ
な
ど

に
か
か
る
経
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

八
女
市

・
広
川
町
と
の

法
定
協
設
置
は
継
続
に

広

川
町

の
情
勢

を
見
定

め

る
た
め
、

継
続
審
査
に
な

っ
て
い
た

「
八
女
市

・

筑
後
市

。
広
川
町
合
併
協
議
会

の
設
置

に

つ
い
て
」

の
議
案
は
、
再
度
総
務
文

教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
結
果
、
現
在

市
が
八
女
市
と

の
間

で
法
定
協
設
置
に

つ
い
て
協
議

を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
案
も
あ
わ
せ
て
結
論
を
出
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
し
て
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

大
本
町
と
の

法
定
協
設
置
も
継
続
に

慎
重
に
大
木
町

の
状
況
を
見
極
め
た

ほ
う
が
よ
い
と
し
て
、
継
続
審
査
に
な

っ
て
い
た

「筑
後
市

。
大
木
町
合
併
協

議
会

の
設
置
に

つ
い
て
」

の
議
案

も
、

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
結
果
、

現
在
市
が
八
女
市
と

の
間

で
法
定
協
設

置
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、

こ
の
案
も
あ
わ
せ
て
結
論
を
出
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
し

て
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

新しい教育長に

城戸一男さん

9月 30日 に任期が満了した

牟田口和良教育長の後任に、

城戸一男さん (八女市、60歳)

を教育委員に任命することが同意され、その後

開かれた教育委員会で教育長に選ばれました。

任期は平成19年9月 30日 までの4年間です。

城戸さんは八女高校、福岡大学経済学部を卒

業後、自動車メーカー社員、県教育庁職員、県

内の高校教師などを経て、平成11年には八女高

校校長に就任。今年3月 までの4年間、斬新なア

イデアと行動力を発揮し、八女高校の発展に貢

献しました。その後非常勤講師として県内の大

学で教え、現在に至っています。

「まずはいろんな人の意見に耳を傾けたい」

と、穏やかに話す城戸さん。「これからは、ど

の学校を出たかというより、何ができるかが問

われる時代。子どもたちが大人になったときに、

一人ひとりが個性を発揮できるように、その環

境を整えることに力を注ぎたい。また子どもた

ちの心に、筑後で育ったことがいつまでも残る

ように、関係者の皆さんと協力しながら、取り

組んでいきたいですね」と、教育長としての意

気込みを語りました。

υ
　
　
　
　
どヮ
′
赳
望
‘■「
　
　
ど

市
と
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
１１
月
、
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
２。
歳
か
ら
７５
歳
ま
で
の
男
女
３
、

Ｏ
０
０
人
を
対
象
に

「人
権
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
」
を
実
施
。
１
、
１
７
７

人
か
ら
回
省

（回
収
率
３９

・
２
甜
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち

の
社
会

に
は
、
根
拠

の
な

い
風
習
や
送
信
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ

の
中
に
は
、　
一
見
差
別
と
は
無
関
係

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
も
、
偏

見
や
差
別
の
上
壌
に
な
り
か
ね
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
調
査

の
中

で
、

次

の
６
項
目
の
風
習
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
抱
く
印
象
に

つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
か
ら
④

以
外

の
５
項
目
に

つ
い
て
、
半
数
以
上

の
人
が

「お

か
し
い
と
思
わ
な
い
」

「自
分
だ
け
反
対
し
て
も
仕
方
な
い
」
と
考
え

て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
し
き
た
り
だ
か
ら
容
認
す
る
と
い
う
考
え

方
は
、
昔
か
ら
忌

み
嫌
わ
れ

て
き
た
か
ら
仕
方
な
い
と
い
う
差
別
意
識
に

つ
な

が
り
、
そ

の
こ
と
が
同
和
問
題

の
誤

っ
た
認
識
を
支
え
る

一
因
と
も
な

っ
て
い

ま
す
。
今
後
私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
残
る
風
習
や
送
信
に
深
く
踏
み
込
ん
で
、

社
会
に
根
深
く
残

る
同
和
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

社会的園題や囚置につもヽでの意識 (%)

麗聾盈③酎ちくご鵬 Ю.1

な お
い か
し
い
と
は
思
わ

も 自 お
仕 分 か
方 だ し
な け い
い 反 と
対 思
し う
て が

ば で お

侯言宮
知 風
ら 習
な が
か あ
つ る
た こ
と
を

不
明

③
結婚式は大安の日に
あげること

65.5 17,9 12,7 1,0 2.9

②
友引の日に葬式をし
てはいけないこと 58,2

20,9 16.1 1.8 3.0

③
葬式から帰ってきた
ら「清めの塩」をま
くこと

47.6 12.1 34,3 2,3 3.7

④
丙午(ひのえうま)生
まれの女性と結婚を
いやがること

1 5. 2 7.9 56.0 17.4 3.5

⑤
結婚式場で「OO家
披露宴」と案内する
こと

69,9 10,3 15.5 0.9 3.4

⑥
家を建てるときに方
角を気にすること 65.8 13.0

15,0 3.0 3.2
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１０
月
か
・

ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
地
域
通
貨
を
発
行

功

サ

ザ

ン

カ

通

貨

電

単

位

は

瘍
タ

ス

電

に

側
筑
後
市
文
化
振
興
公
社
で
は
、
多

く
の
人
た
ち
に
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
の
運

営
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
・０
月
か

ら
全
国
の
文
化
会
館

（ホ
ー
ル
）
に
先

駆
け
て
地
域
通
貨
の
発
行
を
始
め
ま
し

た
。
地
域
通
貨
と
は
、
地
域
や

一
定
の

団
体
が
独
自
に
発
行
す
る

「通
貨
」
を
、

登
録
し
た
会
員
の
活
動
回
数
や
時
間
な

ど
に
対
し
て
発
行
す
る
制
度
の
こ
と
で
、

会
員
は
こ
の
通
貨
と
引
き
換
え
に
、
登

録
し
た
地
域
や
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
７
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
８

年
目
を
迎
え
た
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
。
大

小
２
つ
の
ホ
ー
ル
を
も
つ
本
格
的
な
文

化
施
設
と
し
て
、
県
内
外
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、

長
引
く
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、

最
近
は
公
社
が
主
催
す
る
鑑
賞
例
会
で

空
席
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
平

成
１７
年
４
月
か
ら
は
、
財
団
職
員
だ
け

で
運
営
を
行
う
予
定
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
公
社
で
は
新
し
い
利
用
者
層
の
開

拓
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と

一
林

と
な

っ
た
運
営
を
し
て
い
く
き

っ
か
け

(資料 1)

※「1クス」は「1円」に相当します

ボランティア活動
通貨額 通貨と交換できるもの

項   目 内   容
公社が主催する講座など
の受講者

アナウンサー講座やミュージカ)レ
講座などの受講者

1時間につき
100クス

0サザンクス筑後施設
使用料

●公社が主催する事業
のチケツト料金

0サザンクス筑後友の
会会費

0公社が主催する講座
の受講料

●サザンクス筑後関連
グッズ

公社が主催する鑑賞例会
の際のスタッフ

受付、会場案内、場内アナウンス、
ケータリング(出場者の湯茶提供)、
大道具の搬入 ,搬出、。―モ児、駐車場
案内など

1時間につき
800クス

公社が主催する事業の
運営や企画への参画

事業企画委員(実行委員)への参力D、
ポスター'チラシのデザイン作成
や発送など

公社が主催する講座など
での指導や補助

ミュージカ)レ講座や国民文イヒ祭関
連講座などのインストラクター

サザンクス筑後の整備 施設肉の除草や植木・花の手入れ、
夜間警備など

国民文化祭「ミュージカ
ルフェスティバル」「全国
太鼓の祭典」制作スタッフ

制作補助スタッフ、練召時の太鼓
運搬、鶉台道具製作など

1時間につき
200ク ス

ミュージカル衣装材料提供
1回につき
1′ 500クス

国民文化祭運営スタッフ 当日の運営スタッフなど
1回につき
2,000ウス

シ
リ
ー
ズ

。
国
民
文
化
祭
④

″飛
梅
に
乗
っ
て
広
が
れ
　
文
化
新
時
代
″

県
肉
１９
の

太
鼓
団
体
が
競
漬

０
ち
っ
ご
赤
坂
太
鼓
も
特
別
出
演

来
年
開
催
さ
れ
る

「第
１９
回
国
民
文
化
祭
」
の
１
年
前
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
１．
月
に
プ
レ
国
民
文
化
祭

「と
び
う
め
国
文
祭

・
太
鼓
の
祭
典
」
が
開
か

れ
ま
す
。
今
回
の
祭
典
は
、
来
年
の
国
民
文
化
祭
に
出
場
す
る
県
代
表
を
決
め

る
た
め
の
予
選
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
第
二
部

（子
ど
も
部
門
）
で
は
、
県
代

表
と
し
て
出
場
で
き
る
１
団
林
を
目
指
し
、
県
内
外
の
４
団
体
が
迫
力
あ
る
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
第
Ⅱ
部

（
一
般
の
部
）
で
は
、
県
代
表
と
し
て
出
場

で
き
る
５
団
條
を
目
指
し
、
県
内
１５
の
団
伝
が
競
演
し
ま
す
。
市
か
ら
も
、
７

月
に
結
成
し
た

「ち

っ
ご
赤
坂
太
鼓
」
が
特
別
出
演
。
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露

し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
、
熱
い
声
援
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

【と
き
】
１．
月
２
日
口
午
前
１０
時
～

【と
こ
ろ
】
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
大
ホ
ー
ル

【入
場
料
】
無
料

【出
演
団
体
】

（出
演
順
）

０
第
Ｉ
部
＝
竹
下
太
鼓
振
興
会
子
ど
も
組

「高
寿
」

（福
岡
市
）
、
王
塚
太
鼓

（桂
川
町
）
、
下
関
平
家
太
鼓
保
存
会
勝
山
会

（山
口
県
下
関
市
）
、
田
主
丸

和
太
鼓
河
童
（田
主
丸
町
）

０
第
Ⅱ
部
＝
ち

っ
ご
赤
坂
太
鼓

（筑
後
市
）
、
川
筋
太
鼓
楽
鼓
座

（穂
波
町
）
、

け
や
さ

久
山
擦
太
鼓

（久
山
町
）
、
博
多

つ
や
太
鼓

（福
岡
市
）
、
勝
運
太
鼓

（大
川

市
）
、
鼓
舞
志

（須
恵
町
）
、
龍
太
鼓
山
田
野
武
士

（山
田
市
）
、
博
多
舞
姫

太
鼓

（福
岡
市
）
、
飛
龍
八
幡
太
鼓
春
友
会

（行
橋
市
）
、
東
照
寺
将
軍
太
鼓

（瀬
高
町
）
、
鼓
響

（若
宮
町
）
、
山
川
和
太
鼓
の
会
山
川
ひ
び
き
太
鼓

（久

留
米
市
）
、
博
多
美
信
流
れ
太
鼓

（福
岡
市
）
、
城
島
龍
神
太
鼓

（城
島
町
）
、

犀
川
清
流
太
鼓

「打
」

（犀
川
町
）

劇ちくご隔 側.伸ω潟醤疑



四

City lnformation

後

で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
講

座

（公
社
が
主
催
す
る
も

の
）

へ
の
参

加
な
ど
、

７
項

目

の
活
動

（資
料

１
）

る
鑑
賞
例
会

の

ン
ク

ス
筑
後

の

換
す

る
こ
と
が

「サ
ザ

ン
カ
通
貨
」

は
、
利

つ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
通
貨
を
現
金
に
換
え
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
施
設
使
用
料

へ
の
通

に
し
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト

施
設
使
用

今
回
、
公
社
が
新

域
通
貨
は
、
名
称
を

通
貨
の
単
位

（円
に

を

「ク
ス
」
と
呼
び
、

と
し

て
、

筑後市大賞に松本幸人さん
＞

大
賞
を
受
賞
し
た
松
本
さ
ん
の
作
品

「夏
の
お
も
い
で
」

プロ・アマに関係なく、創作活

動に取り組む高校生以上の人を対

象に、実行委員会や市などが開い

た「第24回筑後市美術展」が、9

月6日 から15日 まで、サザンクス

筑後でありました。今回の美術展

の総出展数は、昨年より12点少な

い291点。市内からの出展は、全

体の約22%にあたる65点でした。

部門ごとにみると「書」と「写真」の 2部門で、昨年より出展数が増

えたものの、「洋画 I」 「洋画Ⅱ」「日本画」「工芸」「デザイン」

「彫刻Jの 6部門で、昨年よりも出展数が減りました。

最高賞の筑後市大賞に選ばれたのは、北九州市の中学校で美術を教

える松本孝人さんの作品「夏のおもいで」 (洋画 I)。 市美術展実行

委員長・友添泰典さんをはじめ、審査員の多くが「光の描き方がすば

らしい」と高く評価した松本さんの作品には、夏の日の夕暮れ時、池

のほとりで遊ぶ子どもたちの後ろ姿が、印象的に描かれています。思

わぬ受賞で「びっくりした」という松本さん。受賞作に込めた思いに

ついて「子どもたちの遊ぶ姿に自分の思い出を重ねて描きました。慌

しい時代の中、だれもがもっている心のふるさとを振り返ってもらえ

れば」と、少し照れながら話してくれました。

大賞以外の市内入賞者は、次の皆さんです。 (敬称略、順不同)

〔市議会議長賞〕 >写真=田村宣也 (上原々北)レ彫刻=高田晋平 (熊

野)〔市教育委員会賞〕 >洋画 I=太田黒立春 (中折地)>野間口恵
子 (羽犬塚)レ 書=坂ロマツヨ (二本松)、 員砂依子 (津島西)〔市

文化連盟賞〕 >日本画=牟田巌 (山 ノ井東)>写真=永露賢次 (大和)
〔西日本新間社賞〕 >洋画 I=馬場富惑 (久保)>洋画Ⅱ=入部晃 (上

富久)〔毎日新聞社賞〕 >日本画=橋本澤子 (若菜)>書 =田中恵美
子 (山 ノ井東)〔奨励賞〕 >日本画=中村玲花 (藤島)>書 三角大鳥
居フミ (水田上)

県展に市から19人が選ばれる
9月 2日から28日 まで、県立美術館 (福岡市中央区)で開かれた「第

59回県美術展覧会」で、市から次の19人が入賞・入選に選ばれました。

おめでとうございます。 (敬称略、順不同)

囲入賞

【県議会議長賞】書 (かな)=中島妙子 【読売新聞西部本社賞】洋画
(油彩)=原 田珠美 【筑後市長賞】洋画 (油彩)=森 田基之
団入選

>洋画=宇美拓哉、馬場富恵、入部晃、高口秀樹 >工芸=近藤光男 >書

(漢字)=古賀一子、永田一晴 >書 (かな)=嘉数君代、城時仁恵、

中司民子、田中恵美子 >書 (調和体)=下川育子、渡辺香織 >写真=

本村弘年、永露峯子、永露賢次

ク
ス

_よ▼

て
支
払
わ
絆
ま
す
。
「サ
ザ
ン

貨
使

用
は
、
平
成

１６
年
４
月
か
ら
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「サ
ザ

ン
カ
通
貨
」

の
発
行
は
、
事

前
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。
会
員
は
、
ど
な
た

で
も
登
録
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん

の

「時
間
」
と

「能
力
」
を
サ
ザ

ン
ク

ス

筑
後

で
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【申
込
み

・
問
合
せ
】
市
文
化
振
興
公

社
支
援
室

（サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
内

盗
⑭

ｌ
２
０
０
）

へ
、
希
望
す

る
活
動
内
容

を
申
し
出

て
く
だ
さ
い

は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
登

士
`■
■1'崩 :

「サ
ザ

ン
カ
通
貨
　
・≡

よ
う
な
も
の
）
に

」
を

「
１
円
」
と

プ
ン
国
民
文
化
祭
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
築

国
民
文
化
祭
筑
後
市
実
行
委
員
会

（桑
野
照
史
会
長
）
で
は
、
■
月
に
開
催

す
る

「太
鼓
の
祭
典
」
で
、
当
日
の
運
営
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は

「サ
ザ
ン
カ
通
貨
」
を

発
行
し
ま
す
。

【活
動
内
容
】
▼
楽
屋
で
の
湯
茶
の
準
備
▼
弁
当
の
配
付
▼
会
場
受
付
▼
楽
屋

の
管
理
▼
舞
台
裏
の
太
鼓
の
出
し
入
れ

【申
込
み

・
問
合
せ
】
１０
月
１５
日
ｍ
ま
で
に
同
実
行
委
員
会
事
務
局

（サ
ザ
ン

ク
ス
筑
後
内
容
⑦
ｌ
２
０
０
）

ヘ
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い
一

杯々
　
呵
中

〔

に
，

一か
一　
し

「サ

／ e
:〕ti       .・

村止景子さん(25茂、尾島∫ 鮎羅さん (12歳、赤坂 )

的な照日aが大楠をライト
プ

散 歩 道
みなさんのページ

ヽ

う
と

琳
ヽコ ツ | 札

却

ヽ
　

イ
　
・

渡遇忌さん (5茂、徳久)

,ザ

"

大
塚
俊
章
さ
ん

（み
ん
な
の
本
委
員
会
）

八
月
二
十
日
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
「大

く
す
樟
」
を
船
小
屋
の
中
ノ
島
公
園
で
開
催

し
ま
し
た
。

「大
樟
」
を
企
画
し
て
か

ら

一
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
協
力

や
応
援
を
し
て
も
ら
い
、
な
ん
と
か
開

催
ま
で
こ
ざ
つ
け
た
の
で
す
。

開
催
当
日
、
も
う
す
ぐ
開
演
と
い
う

時
、
雨
が
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
落
ち
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、　
一
つ
、

二
つ
と
ど
ん
ど
ん
傘
が
開
き
ま
し
た
。

そ
の
傘
が
い
つ
会
場
出
□
の
方
に
動
き

出
す
か
心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「ド
ー
ン
」
と
太
鼓
の
音
が
響
き
わ

た
り
、
始
ま
り
ま
し
た
。
気
が
つ
く
と

ス
テ
ー
ジ
や
ク
ス
の
木
が
ラ
イ
ト
に
照

ら
さ
れ
て
暗
い
中
か
ら
浮
か
び
上
が

っ

て
い
ま
し
た
。
同
り
を
見
る
と
、
人
、

人
、
人
…
傘
は

一
つ
も
開
い
て
い
な
い
。

風
が
と
て
も
涼
し
い
。
ス
テ
ー
ジ
正
面

で
演
奏
を
聴
く
人
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
、
中
に

は
踊

っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
演
奏

者
、
会
場
、
そ
し
て
来
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
が

一
体
と
な

っ
て

「大
樟
」
を
楽
し

ん
で
い
る
。
夢
の
中
に
い
る
よ
う
で
し

た
。お

か
げ
さ
ま
で
、
来
場
者
は
約
１
５

０
０
人
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ク
ー
ト
に

よ
る
と
市
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
も
多
く
、

「感
動
し
た
」

「来
年
も
是
非
や

っ
て

く
だ
さ
い
」
な
ど
う
れ
し
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
に
は

「イ
ス
が

少
な
い
」

「縦
車
場
が
悪
い
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ε
ま
で
協
力
、
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
、
天
候
不
順
で
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
る
足
元
の
悪
い
中
に
来
場
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

徳
永
怜
奈
さ
ん

（水
洗
小
６
年
）

私
が
住
ん
で
い
る
水
洗
小
校
医
の
あ

ち
こ
ち
に
、
九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
を

造
ろ
う
と
い
う
看
板
が
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
船
小
屋
駅
を
造
る
こ
と
が
、
地

域
の
大
き
な
願
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。

私
は
◆
、
新
幹
線
船
小
屋
駅
が
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
新
幹

線
に
は
乗

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

博
多
駅
ま
で
行
く
の
に
、
朝
早
く
電
車

に
乗
ら
な
い
と
行
け
な
か

っ
た
か
ら
大

変
で
し
た
。
で
も
、
船
小
屋
に
新
幹
線

の
駅
が
で
き
る
こ
と
で
、
朝
早
く
遍
き

な
く
て
も
い
い
し
、
苦
労
も
な
い
の
で

便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
新
幹
線
の
駅
を
造
る
こ
と
に

反
対
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を

間
く
と
、
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
、
さ
わ
が
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
家
を
移
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
声
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
反
対
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
造

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

と

こ
ろ
で
、
例
在
、
船
小
屋
駅
の
近

く
に

「県
南
公
薗

（
県
営
筑
後
広
域
公

薗
）
」
と
い
う
大
き
な
公
園
が
造
ら
れ

始
め

て
い
ま
す
。

昨
年
、
私
た
ち

の
学
校

で
は
総
合
的

な
学
召

の
時
間
に
、
自
分
た
ち
は
こ
ん

な
県
南
公
園
を
造
り
た
い
と
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ま
と
め

て
、
市
長
さ
ん
や
県
の
土
木
事
務
所

の

方
に
提
案
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
県
南
公
園
に
、
お
年

木本幹彦さん (下北島 ,72歳 )

6文字で四字熟語を 2つ作っていただきます。
残暑に居座られ、げんなりして青息吐息の状態で
したが、やっとのことで遅れた秋がやってきまし

た。例題は季節にちなんで

新涼○○可親→新涼○○ ○○可親
としました。○○に入るのは 灯火 と、すぐに
お分かりでしょう。

新涼灯火は、涼しくなり夜長となった初秋は読書
にふさわしい時期であるということ。灯火可親は
「とうか かしん」、四字熟語辞典は「一般に、
灯火親しむべし、と訓読を用いるJと しています。
では問題です。○○に的確な言葉を入れて四字

熟語を 2つ作って下さい。

①真実○○平安

②世道○○―新

③出処○○両難
(こたえは24ページ)
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0ま ちづ くりは「市民が主役」。

日ごろ、L白しさんが筑後市政について思つておられることを桑野照史

市長に直接伝えてみませんか。

「市民が主役」のまちづくりに取り組んでいる筑後市では、皆さん

一人ひとりの声を大切に、筑後市を

もつと住みよいまちにするために、

皆さんからの「声」をお待ちしてい

ます。市政への提案や疑間、苦情、

相談、激励など、どんなことでも

結橋です。お気軽にご意見をお寄せ

ください。

(桑 野 照 史 市 長 )

争

い

)
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早
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ぃ
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一
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峰

嘱

程

澤

ぷ

∞
①
∞
煮

＼
ヨ
伴
＜
糧
巡
ぷ

（＜

爵

取
）

,

Ｖ
ゝ
田
〇
∞

唄
ｏ
せ
留
督
畔

墜
蛋
ぶ
悼
翼
駅

（郎
に
昨
Ｓ
）

胡
琴
を
貼
ら
な
く
て
七
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
経
雷
節
活
の
た
め
５０
円
切
琴
を

貼
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
醐
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
グ
ツ
ト
ア
イ
デ
″
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

守

げヽ

∞

∞

〇
∞

艇
　
撻

曖
巡
ぷ

優
u
FJ

樫
単
鳴

（小
代

ふ
氏
）

臣

枢

・
臥

（戻
撃
）
慣
　
　
　
畿
峠

サ



● 市長への手紙は、年に4回 (1・ 4・ フ・10月)F広報ちくご』に同封し
ています。

● 記入していただいたはがきは、切手を貼らなくても出すことができますが、

経費削河のため50円切手を貝占っていただければロカかります。

● 後日、L白しさんからの「声」にお笞えできるように、住所。氏名をご記入くだ

さい。

● 寄せられた「声」の一部は、 F広報ちくご』で紹介します。
(掲載する際は匿名とさせていただきます)

● 市政に対する建設的な歪意見をお寄せください。個人を誹謗、中傷するよう

な内容はおやめください。

0 「市長への手紙」に、イラストやエッセイ、俳句、短歌などを善いて出して
いただいても結構です。

0 「市長への手紙」のほかにも、市役所本庁含玄関に設置している「提案箱」
や電話、ファクス、Eメールなどでも、L白しさんからのご意見を受け付けてい

ます。どうぞご利用ください。

【間合わせ】 総務部市長公室人事秘書係
Te1 0942-53-4111(肉 線141)
Fax 0942-52二5928
E―m江l Jitti@Cityochikugo.fukuokajp

()
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ふ
早
い
と
い
十

市
長
に
話
し
か
け
る
よ
う
な

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
君
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
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部
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パ
丁

―
イ
′―

，′

20
撲 揺敬,

＋
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ヽ
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］
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遠藤聡史さん(9歳、赤坂)
訊拘さん(13

歳、馬関田北)  ォガッチさん(12歳、一条)  くるりんさん(13歳、津島西)

フアミリーバドミントン

メンバー募集

ファミリーバ ドミント

ンは、 3人で 1チームを
作り、幅広い年代の人が

気軽にできるニュースポ

ーツです。現在、小学 4

年生から50歳代までの初

心者13人で活動していま

す。メンバーを随時募集

していますので、気軽に

見学に来てください。

〔とき〕毎週月曜日、20:

00～21:30
〔ところ〕羽犬塚中体育

館

〔会費〕月額500円

〔問合せ〕18:00以降に、
:松熊 (852-3366)へ

寄
り
が
休
け
い
す
る
の
に
ど
ん
な
も
の

が
あ
要
か
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
ま
り
け

が
を
し
な
い
て
楽
し
む
遊
具
は
ど
ん
な

も
の
か
、
ほ
か
に
も
、
自
然
を
取
り
入

れ
た
公
園
を
ど
の
よ
う
に
造
る
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
県
南
公
園
に
人
が

い
っ
ば
い
集
ま
る
よ
う
な
新
幹
線
の
駅

に
な

っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

介
譴

井
口
健
二
郎

（野
町
、
８。
歳
）

私
に
は
縁
遠
い
言
葉
と
思

っ
て
い
た

「介
護
」
が
、
思
い
が
け
な
い
大
病
で

切
実
な
も
の
に
な

っ
た
。

呪
在
、
入
院
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に

励
ん
で
い
る
が
、
鋤
め
ら
れ
て
介
護
認

定
の
申
請
を
早
め
に
出
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
、
私
に

一
番
財
要
な
も
の
は

電
動
式
の
ベ
ツ
ド
。
脆
く
な

っ
た
背
骨

の
保
護
の
た
め
、
ま
る
で
能
の
よ
う
な

大
き
な
コ
ル
セ
ツ
ト
が
要
り
、
そ
の
脱

着
が

一
苦
光
な
の
だ
。
高
齢
の
家
内
独

り
で
は
と
て
も
手
に
員
え
な
い
。
そ
れ

が
、
ベ
ツ
ド
の
頭
の
部
分
の
上
が
り
下

が
り
を
利
用
す
る
こ
と
で
間
単
に
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は

一
生
つ
い

て
回
る
の
で
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
。

医
師
の
話
で
は
近
く
退
院
し
て
自
宅

リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ

が
、
果
た
し
て
う
ま
く
い
く
の
だ
ろ
う

か
。
ま
だ
足
腰
も
定
ま
ら
ぬ
内
に
突
き

放
さ
れ
る
よ
う
で
心
も
と
な
い
。
で
も

同
じ
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
る
人
も
多
い

と
間
く
。

自
宅
介
護
と
い
う
羽
実
間
題
に
突
き

当
た

っ
て
、
慌
て
ふ
た
め
く
の
は
人
情

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
際
開
き
直

っ

て
他
人
に
頼
ら
ず
廿
え
ず
、
介
護
認
定

の
許
容
範
囲
で
、
ケ
ア

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
相
談
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
ほ

か
あ
る
ま
い
。
家
の
蘇
下
に
手
す
り
を

つ
け
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
借
り
る

時
が
き
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
ケ

ア

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相
談
の
う
え
で

と
な
る
。
覚
悟
だ
け
は
今
か
ら
し
て
お

い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

「介
護
」

と
い
う
た

っ
た
二
文
字
の
重
み
を
Э
更

な
が
ら
考
え
直
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
ご
ろ

で
あ
る
。

市
長
へ
の
手
紙

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

「市
長

へ
の
手
紙
」
の

一

部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

人
体
に
有
害
な
ダ

イ
オ
キ
シ
ン

は
、
ご

み
を
焼
却
す
る
こ
と
で

も
発
生
し
ま
す
が
、
近
所
で
ご
み
を
焼

却
さ
れ
、
そ
の
煙
が
家
の
中
に
入
っ
た

り
、
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
し
て
困
っ
て

ぃ
ま
す
。
　
　
　
　
（３。
歳
代
、
女
性
）

躙
爛
饉

熱
床
づ

↑
嘘
孝
剖
り
乖
津
巾
鶏

備

の
不
十
分
な
焼
却
炉

で
燃
や
す
野
焼

き
や
、
家
庭
用
の

一
般
的
な
焼
却
炉

の

使
用
は
、
廃
棄
物
処
理
法

で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
農
林
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も

の
や
、
落
ち

葉
焚
き
な
ど
、
日
常
生
活
上

の
通
常

の

廃
棄
物

の
焼
却

で
軽
微
な
も
の
は
認
め

ら
れ

て
い
ま
す
。
市

で
は
、
そ
の
場
合

で
も
、
時
間
帯
や
風
向
き

・
焼
却
量
な

ど
を
考
慮
し

て
燃
や
し
、
近
所

の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し

て
い
ま

す
。か

ん
き

ょ
う
課
に
は
、
毎
年
５。
件
程

度

の
野
焼
き

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
そ

の
都
度
現
地
に
出
向
き
適
正
な
指
導
を

行

っ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物

の
野
焼
き
は

行
わ
ず
、
指
定
袋
に
入
れ

て

「燃
や
す

ご

み
」
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
を
お
願

い

し
ま
す
。

（問
合
せ

・
連
絡
先
）
か
ん
き
ょ
う
課

生
活
か
ん
き
ょ
う
係

（ａ
０
４
１
１
１

内
線
８
７
１
）

ヘ

※
紙
面
の
都
合
で
、
質
問
内
容
を
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

鰻

(13)広報ちくご H15.10.1潮



(チケット発売所)サザンクス筑後・ローソンチケット・チケットぴあ・サンリブ筑後店・久留米井筒屋
アオキ楽器(八女市)・城島町総合文化センター・ローソン・ファミリーマート・セブンイレプン

ジ
ヤ
ズ
特
別
例
会
Ｃ

発
売
中

か
ら
だ
が
弾
む
、
ウ子
」
ろ
が
躍
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
、
ス
イ
ン
グ
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
誌
人
気
投
票
ベ
ー
シ
ス
ト
部
門
で
第

１
位
を
獲
得
し
た
藤
原
清
登
が
ト
リ
オ
で
お
く
る
、と
っ
て
お
き
の
ジ
ヤ
ズ
ラ
イ
ブ
。

藤
原
清
登
ト
リ
オ

ベ
ー
ス
／
藤
原
清
登
　
ビ
ア
ノ
／
ピ
ー
タ
ー

・
マ
デ
イ
ソ
ン

ド
ラ
ム
ス
／
福
家
俊
介

午
後
６
時
３０
分
開
演

（年
後
５
時
３０
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

卒
土
□

全
席
指
定
￥
３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１
テ
ー
プ
ル
券
（８
席
分
）
￥

２

１

、
Ｏ

Ｏ

Ｏ

◆
会
場
内
で
飲
食
物
を
販
売
し
ま
す
。

飲
食
代
は
チ
ケ
ツ
ト
料
金
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

薄

鷺

″
＾

1ヽ)

Ｅ
Ⅵ
Ｉ

日

プザンクヌ薙

今
日
公
演

〔演
奏
予
定
曲
目
〕

・
自
由
の
大
地

（Ｔ
Ｂ
Ｓ
系

「新

世
界
紀
行
」
テ
ー
マ
曲
）

・
ル

・
ロ
ー
ヌ
（Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

「ピ

ア
ノ
で
ポ

ッ
プ
ス
を
」
テ
ー
マ
曲
）

・
昴

（編
曲

・
服
部
克
久
）

。
蘇
州
夜
曲

（作
曲

。
服
部
良

ご

・
映
画
音
楽
　
ほ
か

年
後
６
時
３０
分
開
演

儘
剛
凶
＠

全
席
自
由

一
般
（一］同校
生
以
上
）￥
３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

学
生
（小
、
中
学
生
）￥
１
、
５
０
０

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

服
部
克
久
の

し
″
ノ
で
ト
ー
ク

語
演
会
と
演
委
会
を

一
度
に
楽
し
め
ま
す

テ
レ
ビ
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
お
な
じ
み
の
作
曲
家
に
よ
る

音
楽
と
お
し
や
ベ
リ
の
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
と
お
話
／
服
部
克
久

ギ
タ
１
／
伊
丹
雅
博

ベ
ー
ス
／
齋
藤

順

フ
ル
ー
ト
／
高
桑
英
世

‥

目

世
界
と
い
う
病
院
の
中
に
生
き
る

人
間
の
孤
独
と
狂
気

リ

ア
王

原
作
／
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア

演
出
／
鈴
木
忠
志

出
演
／

Ｓ

Ｐ
Ａ

Ｃ

（側
静
岡
県
舞
台

芸
術
セ
ン
タ
ー
専
属
劇
団
）

午
後
６
時
３０
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

小
ホ
ー
ル

白
〓
山
慶
買
ス
ー
パ
ー
会
員
は
指
定
席
）

一
般
￥
３
、
５
０
０

学
生
￥
２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ペ
ア
￥
６
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

関
連
事
業

０
公
開
稽
古

・２
月
１２
日
④
午
後
７
時

小
ホ
ー
ル

●
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
交
流
パ
ー
テ
ィ

・２
月
１３
日
公
演
終
了
後

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
ホ
ワ
イ

エ

参
加
費
￥
１
、
０
０
０

「リ
ア
王
」
の
ツ
ポ
②

初
演
は
１
９
８
４
年
１２
月
、
富
山
県
利
賀

村
。
１
９
８
８
年
に
は
全
米
４
つ
の
劇
団
か

ら
１２
人
の
男
優
を
選
抜
し
、
全
米
各
地
で
１

４
７
回
上
演
、
８
万
人
に
及
ぶ
観
客
を
動
員

し
ま
し
た
。
男
優
が
女
性
役
を
演
じ
る
と
い

う
、
米
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
日
本
の
伝
統

芸
能
や
、
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
の
ま
ま

の
配
役
で
上
演
し
た
こ
と
で
衝
撃
を
与
え
る

と
と
も
に
、
家
族
の
崩
壊
と
そ
れ
に
よ
っ
て

こ
さ
れ
る
老
人
の
精
神
的
崩
壊
を
浮

き
彫
り
に
し
、
当
時
の
米
国
社
会
の
病
根
の

一
つ
を
鋭
く
え
ぐ
っ
た
作
品
と
し
て
評
価
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
演
出
は
細
部
ま
で

練
り
上
げ
ら
れ
、
１
９
９
４
年
に
は
ロ
イ
ヤ

ル
・
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
本

拠
地
ロ
ン
ド
ン
で
の
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
世
界

演
劇
祭
で
上
演
さ
れ
る
な
ど
、
鈴
木
忠
志
の

代
表
作
と
し
て
世
界
各
国
で
上
演
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
年
秋
か
ら
は
世
界
の
演
劇
界
に
最

も
影
響
を
与
え
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
定

期
公
演
の
演
目
と
し
て
も
上
演
さ
れ
ま
す
。

働
目
肌
ａ

発
売
中

午
後
６
時
３０
分
開
演

（年
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定
￥
６
、
５
０
０

小
粽
住

ヨ
サー

デ
ジ
ャ
ヴ
ー
～
赤
の
あ
と
さ
き
～

ゴ
Ａ
命

，
平

爛ちくご阻 Ю.mOぬ醤勲
※内容は変更することがあります。料金はすべて税込み、当日¥500増



ヽ

ぬ
即
凶
＠

島
田
祐
子

～
日
本

の
こ
こ
ろ
を
歌
う
～

共
演
／
筑
後
児
童
合
唱
団

〔演
奏
予
定
曲
目
〕

童
謡

・
唱
歌
／
百
万
本
の
バ
ラ
／
無
縁
坂

約
束
／
ほ
か

（共
演
コ
ー
ナ
ー
）

翼
を
く
だ
さ
い
／
も
の
の
け
姫

※
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

午
後
６
時
３０
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
自
由
￥
２
、５
０
０

財
団
法
人
全
国
市
町
村
振
興
協
会
助
成
事
業

公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業

鷹
絵
里
子

秋
風
コ
ン
サ
ー
ト

バ
イ
オ
リ
ン
／
臨
絵
里
子

ピ
ア
ノ
伴
奏
／
佐
々
木
京
子 奇

佐々木京子

付
ホールに足を運びにくい人々にも芸術を楽しんでもら

おうという「アウトリーチ」活動の一環として、全国で

行っている公共ホール音楽活性化事業。筑後市では市内

小学校での出前コンサートなどを行います。この「秋風

コンサート」は一般の人も入場できます。若手トップク

ラスの演奏をぜひお楽しみください。

う

午後6時30分開演 l午後6時00分開場)
小ホール
全席自由
一般¥1、 000、小中学生¥700
親子ペア←般+4ヽ中学生)¥1、 500
発売日 10/1 l lttl

◆10月の休館日 (6、 14、 15、 20、 27日 )

どヽ

p

筑
後
地
区
の
女
声
合
唱
回
が
出
場

第
９
回

レ
デ
イ
ー

ス
・
コ
ー
ラ
ス

フ

エ
ス
テ
イ
バ
ル

出
場
団
体

（順
不
同
）

コ
ー
ル

・
サ

ン
コ
ア
、
ト

ワ
ー
ズ
女
声
合
唱

団
、
筑
後
混
声
合
唱
団
女
声
部

（
以
上
筑
後

市
）、ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
八
女
女
声
合
唱
団

（以

上
八
女
市
）
、
菱

の
花

コ
ー
ラ
ス
（大
木
町
）
、

フ
ラ
ウ

ェ
ン
コ
ー
ル

つ
つ
じ
、
女
声

コ
ー
ラ

ス
久
留
米
、
コ
ー
ル
鳥
飼

（以
上
久
留
米
市
）
、

合
唱
団
せ
た
か

（瀬
高
町
）
、
高
田
オ
レ
ン
ジ

コ
ー

ラ
ス
（高

田
町
）
、
山
川
合
唱
団

「か
ら

た
ち
ス
山
川
町
）
、
筑
後
児
童
合
唱
団

（筑
後

市

・特
別
出
演
）

１０
月
愕
日
ω
　
ひ
る
１２
時
開
演

大
ホ
ー
ル
　
入
場
無
料

発
売
中つ

日
発
売

◆
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
◆

前
日
２６
日
田
の
午
後
２
時
か
ら
、

市
内
の
全
小
学
校
３
、
４
年
生
を
対

象
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
が
、

一
般
の
人
も
入
場
で
き
ま
す
。
入
場

料
は
２７
日
と
同
額
で
す
。
座
席
は
、
学

校
の
児
童
を
優
先
し
ま
す
。
（２６
日
と

２７
日
は
違
う
曲
を
演
奏
し
ま
す
）

10月
催 し
の
I  Iはサザンクス筑後の主催事業です。
そのほかの催しについては、各主催者に

お問い合わせください。

日・曜日 催 物 名 会  場 開演 入場料 間い合わせ先

3④ 二川校区高齢
者福祉大会

小ホール 10:00
市健康づくり課
53-4115

4(士 l
写壇櫨20周年記念
ジャズコンサート

小ホール 19:00 ¥3,000
写壇櫨 (坂田)
090-7395-6825

5(日 )
社交ダンス
パーティー

イベント
ホール 13:30

¥1,000 渋川
89-3778

9∩
特別例会①
服部克久の
ビアノでトーク

大ホール 18:30
一般¥3,000

学生¥1,500
サザンクス気後
54-1200

100
座長共演 小ホール昼13:00

夜18:30
¥3,000 市身体障害者福祉協会52-2791

技術講習会
イベント
ホール
10:00

九州ユニコーン協会
092-761-4636

12(日 )
会員
歌謡発表会 小ホ

ール 10:00
巳里会
53-5048

13t,ひ

第9回
レディース・ヨーラス
フェステイパル

大ホール 12:00 無料
サザンクス筑後
54-1200

191日 )

ジャズ特別C例会
藤原清登トリオ

大ホール
(平土間)
18:30 ¥3,000

サザンクス筑後
54-1200

唄の祭典 小ホール 13:00 ¥1,000
九衆歌謡連合
52-5545

21(列
天童よし
コンサー
み
ト 大
ホール
昼14:00

夜18:30

S席 ¥7,500
ほか

鈴木企画
092-715-5260

221ttl
八女地区中学校
連合音楽会 大ホ

ール 10:00
八女地区中音研
52-8758

291フkl
筑後地区中学校
連合音楽会

大ホール 9140
筑後地区中音研
0944-74-3171

今日発売

繊細かつ華麗なビアノサウンドで

世界から注目を集めている椎名豊。

平成12年の筑後公演は大盛況のう

ちに終わりました。

今年12月 、彼の呼びかけで世界最

高峰のミユージシヤンたちがサザ

ンクスに集結します。

あの興雷をもう一度!!

ニューヨーク直輸入のセッシヨン

を心ゆくまでお楽しみください。

椎名 豊
スペシャルカザレテット
New York New Generation

ピアノ/椎名豊、ベース/ロバート・ハースト
ドラムス/ア リ・ジヤクソン、サックス/テイム・アマコスト

午後6時30分開演 l午後5時30分開場)
大ホール 鮮土間)

全席指定 ¥3、 OOO
lテーブル券(8席分)¥21、 OOO

◆会場内で飲食物を販売します。飲食代はチケット料金には含みません。

発売日 反の会 10/1 l lttl、 一般 10/1 81ttl

ぬ握駿
“
動広報ちくご阻 Ю.1
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まちの話題

デザートは市て採れた
甘いナシ
0小・中1生へ筑後市産ナシをプレゼント
9月 2日から12日 にかけて、市内の

小学校などで、給食時に筑後市産の

ナシが配られました。この取り組み

▲ナシ生産者からの説明に耳を傾ける    はヽ市で採れる新鮮でおいしい農産
児童たち              物のことを子どもたちに知ってもら

おうと、市地産地消推進協議会 (中村征一会長)が行ったもので、8月 中旬か
ら収穫される「豊水」を約1,100個 プレゼントしました。

9月 9日 に配られた古島小学校では、ナシのおいしい食べ方などが校内放送

されたほか、前津行政区でナシの生産をしている永松久昌さん (43歳)が3年
生の教室を訪ね、児童からの質問に答えました。説明を聞いた子どもたちは、

かみしめるように旬のナシを味わっていました。

地域くるみの

写脅てを

0子育てシンポジウム

ちくごファミリー・サポート・

センターの開所 1周年を記念して  ▲子育てについて意見を交わすパネリストの皆さん
9月 6日 、サンコアで「ちくごファミリー・サポー ト・センター1周年記

念子育てシンポジウム」があり、子育て中の女性など約100人が集まり

ました。

シンポジウムでは、女性と教育セミナーハウス代表 。梁井迪子さんの

基調講演のほか、「みんなで子育て考えよう」をテーマとしたパネルデ

ィスカッションがあり、九州大谷幼稚園園長・加藤守孝さん、子育てサ

ークル花より団子会代表・村上寿子さん、松原保育園保育士・川上顕さ

ん、同センター依頼会員・小柳美智子さん、同センター提供会員 。中尾

まみさんが、それぞれの経験などをもとに地域が一体となった子育てを

することの大切さを話し合いました。

＜

広
々
と
し
た
コ
ー
ト
で
ナ
イ
ス

ンヽ

ヨ

ツ

ト

pt,タ

コツコツと広がる

健 F棄づくりの輪

0グラウンドゴルフエ川がオープン
9月 6日 、市衛生センター南側に

二川小校区の会員制グラウンドゴ

ルフ場がオープンし、記念式典と

「第1回二川校区グラウンドゴルフ

大会」が開かれました。敷地面積

約6,000だ、全8ホールのコー トを

2面備えたグラウンドには、182人

の会員のうち60歳から83歳までの

140人が集まり、新しいコー トの

感触を確かめるようにプレーを楽

しみました。三川小校区では、高

齢者の健康づくりや親睦を深めよ

うと、4月 に「グラウンドゴルフニ

川」を組織。年齢制限をせずに会

員を広く募る一方で、年会費とし

て集めた一人1,000円の予算を、コ

ートの整地や トイレの設置、用具

の購入などの経費にあて、準備を

進めてきました。会長・広瀬隆一

さんは「暗中模索で準備をしてき

ましたが、皆さんのおかげでりっ

ぱな施設ができました。プレーす

る人の輪が、今後さらに広がって

いくことを期待しています」と、

待望の施設の完成を喜びました。

＜

会
場
に
響
く
「放
水
始
め
」

の
か
け
声

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
消
防
団
員
３
４
９
人
が

一
堂
に

集
い
、
放
水
技
術
の
正
確
さ
と
速
さ
を

競
う

「県
消
防
協
会
筑
後
支
部
操
法
大

会
」
が
９
月
１４
日
、
下
北
島
地
区
の
家

具
メ
ー
カ
ー
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
３
部
門
の
競
技
が
行

わ
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

（５
人
１

組
）
と
消
火
栓
の
部

（３
人
１
組
）
に

は
そ
れ
ぞ
れ
７
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部

（５
人
１
組
）
に
は
４
テ
ー
ム
が
、

市
内
７
つ
の
消
防
団
の
代
表
と
し
て
出

場
。
選
手
た
ち
は
、
無
駄
の
な
い
き
び

き
び
と
し
た
動
き
で
巧
み
に
ホ
ー
ス
を

操
り
ま
し
た
。
大
会
初
出
場
と
な

っ
た

都
留
周
作
さ
ん

（流
、
２４
歳
）
は

「ホ

ー
ス
を
置
く
位
置
ば
か
り
気
に
な

っ
て

緊
張
し
た
の
で
、
全
体
で
は
８。
点
の
出

来
で
し
た
」
と
、
残
念
そ
う
に
競
技
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
今
大
会
に
は
、

女
性
消
防
団
員
も
初
参
加
。
ホ
ー
ス
の

片
付
け
な
ど
、
大
会
の
ス
ム
ー
ズ
な
進

行
を
支
え
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
は
、

第
５
分
団
２
号
草

（自
動
車
ポ
ン
プ
）
、

第
６
分
団
２
号
車

（小
型
ポ
ン
プ
）
第

７
分
団
東
部
班

（消
火
栓
）
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

1融ても早い消穴
活動のだめに
0市消防団員ん帯集まり保法大会

お田 `直

闘ちくご鵬 Ю.伸 0ぬ聾勲



＞

ヱ
キ
ノ
さ
ん

（左
か
ら
３
人
目
）

の
長
寿
を
祝
う
親
族
の
皆
さ
ん

悪 細
市内のモニュメント清掃は、 9月 15日

が「ボースカウトの日」だつたことにち

なみ行われたもので、今年で 2回目。こ

の日は、日本ボーイスカウト筑後第 2団

(平井勝行団委員長)の 5歳から中学 2

年生までの団員やその家族、リーダーな ▲羽犬塚小学校前の羽犬像を磨く回員たち

ど約40人が集まり、市役所やサンコア、

サザンクス筑後など市内12カ所の彫刻の清掃、周辺の空き缶拾いなどを行い

ました。団員たちが3、 4人がかりで一体の彫刻を隅々まで磨き終わると、バ

ケツの水は真っ黒。団員の一人、筑後小3年・高橋瑞貴さん (長浜)は 「彫

刻の汚れがとれてうれしい。きれいになった像をみんなに見てほしい」と、

満足そうに笑みを浮かべていました。

瑯―【・コ瞬を進きず
穏選國国の要鐵

o山形国文祭写真部門で
坂田剛博さんが入選

▼入選作となつた「源平合戦」

10月 4日 lttlか ら13日冊まで、山形県で開催さ

れる「第18回国民文化祭」の写真部門で、坂田

剛博さん (上原々北、61歳)の作品「源平合戦」

が、入選に選ばれました。坂田さんが国民文化

祭で入選したのは、通算11回 目のこと。下関市

「海峡まつり」の「源平船合戦」で、波しぶき

を上げて海峡を横切る船の、スピード感あふれ

る描写が高く評価されました。20歳のときから撮り始め、持ち前のセンス

と探究心で数々の賞を受けている坂田さん。来年県内で開催される国民文

化祭に向け「筑後のよさがわかる作品を出展したい」と、次の作品づくり

に焦点を合わせていました。

L

摂鶏翰闇(サ珍鰊
∧躙鰈翻輔
0100歳以上の高齢者宅を市長が訪間

敬老の日の9月 15日、桑野照史市

長が100歳以上の高齢者宅を訪問。

長寿と健康を祝い、一人ひとりに

表彰状と祝金を手渡しました。平

成15年度中に100歳以上になる人

は、全部で17人。昨年度より3人増

え、最高齢者は104歳の堤キクノ

さん (中折地)でした。

12月 7日 で101歳を迎える驀野ヱ

キノさん (野町)は、足の調子が

少し悪いものの、食事は好き嫌い

なく何でも食べ、時々手足を動か

す軽い運動をする元気な「おばあ

ちゃん」。大相撲が大好きで、場

所中は毎日欠かさずテレビで応援

するとのこと。「筋肉痛がひどい

というので病院に診せたら、応援

に熱が入りすぎたんでしょうと言

われました」と、ヱキノさんの健

康ぶりに家族の皆さんも微笑んで

いました。優しい笑顔が印象的な

ヱキノさん。これからも健康で長

生きしてください。

秋
の
豊
作
と
平
和
を
祈
る
火
祭
り
で
、

今
年
度
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な

っ

た

「か
ま
ど
神
社
千
燈
明
祭
」
が
９
月

・５
日
、
桑
鶴
行
政
区
に
あ
る
同
神
社
境

内
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
享

保
１７
年

（１
、
７
３
２
年
）
に
起
き
た

全
国
的
な
凶
作
と
疫
病
を
払
い
の
け
る

た
め
に
始
ま

っ
た
と
言
わ
れ
、
水
田
天

満
宮
や
八
女
市
酒
井
田
の
千
燈
明
と
並

び
、
筑
後
地
方
の
三
大
千
燈
明
の

一
つ

と
し
て
、
今
日
ま
で
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ち
ん
で
飾
ら
れ
た
境
内
に
は
、

高
さ
約
２。
材
の
竹
の
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、

矢
部
川
で
身
を
清
め
た
さ
ら
し
、
白
鉢

巻
姿
の
小
学
生
約
３。
人
が
、
や
ぐ
ら
に

登
り
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
す
と
、
南
北

朝
時
代
に
こ
の
地
を
治
め
た
溝
回
城
の

天
守
閣
が
夜
空
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
祭
り
に
は
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族

や
浴
衣
姿
の
若
者
な
ど
大
勢
の
人
が
訪

れ
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て
幻
想
的
に
光

る
無
数
の
灯
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

亥化鳳どに指定
され芝尭の城
Oかまど神社千燈明祭

ぬ聾藝●⊃広報ちくごⅢ蜘・1



国民病になった?!
糖尿病

～6人に1人は
糖尿病の疑い～

代
表
的
な
生
活
習
慣
病

で
あ
る
糖
尿
病
が
、
日

本

の
国
民
病
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
は
知

っ
て
い
ま

す
か
。
厚
生
労
働
省
は
８
月
、
成
人

の
６
人
に
１

人
は
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る

「有
病
者
」
か
、

可
能
性
を
否
定

で
き
な
い

「予
備
軍
」

で
あ
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
生
活

の
質
を
低
下
さ
せ
る
糖
尿

病
を
減
ら
す
た
め
に
、
予
防
と
治
療
が
大
き
な
課

題
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら

大
文
夫
で
は
危
険
…

糖
尿
病
と
は
、
血
中

の
糖
分
量
を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

「
イ
ン
ス
リ
ン
」
が
不
足
す

る
か
、
働
き

が
妨
げ

ら
れ
る
た
め
に
、
血
糖
値
が
高
く
な
る
病

気

で
す
。
遺
伝
的
な
異
常
や
、
過
食
と
運
動
不
足
、

肥
満
、

ス
ト

レ
ス
な
ど
が
原
因

で
発
症
し
ま
す
。

初
期

の
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
発

見
が
遅
れ
た
り
、
分
か

っ
て
い
て
も
自
覚
症
状
を

と
も
な
わ
な
い
た
め
に
放
置
し
た
り
す

る
と
、
手

足
が
し
び
れ
る
神
経
障
害
、
失
明

の
恐
れ

の
あ
る

網
膜
症
、
腎
症
、
動
脈
硬
化
な
ど

の
合
併
症
を
引

き
起

こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
を
予
防
す

る
に
は
、
食
生
活
改
善
や
適
度
の
運
動
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
自

分
の
健
康
状
態
を
チ

エ
ツ
ク
し
、
早
め
に
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
で

効
果
を
上
げ
よ
う

○

肥
満
は
糖
尿
病
の
危
険
因
子
で
す
。
適
正
称
重

を
知
り
、
自
己
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

身
長

（析
）
ｘ
身
長

（析
）
×
２２
＝
適
正
体
重

〇
食
事
は
基
本
で
す
。

①
規
則
正
し
く
、
ゆ

っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う
。

②
腹
八
分
目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
脂
肪
の
多
い
食
品
や
、
間
食
は
控
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
調
味
料
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○

意
識
し
て
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
現
在
の

生
活
で
、
あ
と
１
０
０
０
歩
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
が
ア
ド
バ
イ
ス

現
代
人
は

「楽

で
便
利
な
生
活
」
を
求
め
す
ぎ

て
、
糖
尿
病
が
増
え

て
い
ま
す
。
楽

で
便
利
な

つ

け
は
大
き

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

生
活

の
実
情
に
あ

っ
た
食
事

の
と
り
方
や
運
動

の
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
健
康
づ
く
り
課
健

康
増
進
係

（
ａ
０

４
１
１
５
）

へ
ど
う
ぞ
。
保
健

師
、
栄
養
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

國日曜祝日在宅医

5日 あかさか診療所 (赤坂)    853-7555
平井医院 (和泉中)      853-2353

12日 山方内科医院 (欠塚)     852-1351
おおうち内科クリニック(久富)854-0600

13日 植田病院 (大和)       853-5161
石井内科医院 (上町)     851-7751

19日 筑後市立病院 (和泉西)    853-7511
26日 永田医院 (船小屋)      853-3271
あだち循環器科内科クリニック(山 ノ井中)

853-3044

団救急指定病院

筑後市立病院 (和泉西)      853-7511
囲広域眼科在宅医

5日 つむら眼科医院 (久留米市善導寺町)
847-3678

12日  冨田眼科医院 (八女市大宇本村 )
80943-23-3455

13日  尾関眼科医院 (久留米市安武町)826-5166
19日  広瀬眼科医院 (小郡市小郡)  872-2721
26日  おの眼科医院 (久留米市通町) 830-1515
日歯科休日診療

5。 12・ 13。 19。 26日  八女筑後歯科医師会館内の救急
医療センター (八女市大字本町)80943-24-4829

9月 5 10か月児健診 (保健
ンター)で撮影しました。
希望者には写真を差 し上げます。

広報統計係まで連絡 してください。

闘ちくご阻 Ю.伸働ぬ聾薮



今日の衛生行事 ψ間含せ=健康づくり課
盗 53-4115

◇予防接種 ※母子健康手帳と予診票を持ってきてください

◇平L幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◇各種教室

A

予防接種 と  き と こ ろ 対  象  者

ポ リ オ (小児まひ)
10月 16日 lttl

13:30～ 14:30
保健センター

市内に住んでいる生後3～ 18か月の子
※春と秋に2回服用します。服用できなかった子ども
でも生後90か月になる前まで受けることができます

健  診 と   き と こ ろ 対  象  者
乳児健診 (4か月児) 24日 (3  13100～ 14:00

保健センター

平成15年 6月 生まれの子

10か 月 児 健 診 3日 (0  13:00～ 14:00 平成14年 12月 生まれの子

1歳 6か 月児健診 17日 (3  13100～ 14:00 平成14年 3月 生まれの子

3歳 児 健 診 10日 (3  13100～ 14:00
平成12年 9月 生まれの子 (ア ンケー ト用紙
と、尿を5 cc持ってきてください)

教  室 と   き と こ ろ 内 容 な ど

リ ハ ビ リ 数 室 毎週水曜日 13:00～ 16:00 保健センター
ス トレッチ体操、レクリエーションなど

(バスで送迎 )

もうすぐ′V髯マ教室
9日 ltt1    10:00～ 12:00

保健センター

(前期)妊娠中のすごし方、栄養指導、
妊婦体操 (実習)な ど

16日 ltt1    10:00-12:00
(後期)お産のための補助動作指導、
育児について、沐浴 (実習)

乳 幼 児 教 室 21日 (列   10:00～ 12:00 保健センター
0歳児の子どもと保護者を対象に育児や

離乳食指導、赤ちやん体操など

バ ラ ン ス 友 の 会 23日 ltt1     9:30～ 12:00 保健センター 食事療法

お つ ぱ い 教 室 23日 ltt1    10:00～ 12:00 保健センター
妊婦や授乳中の母子を対象に妊娠中から

の乳房管理、母乳育児について

◇相談(要予約)

◇11月 は・・・

it 10月 のおひさま教室
ウ

①7日∞・8日 lkl・ 9日 lttl
「ミニミニ運動会」
《おひさまハウス》   【申込み i3日 ④】
②12日 l日) 「筑後保育所運動会参加」
10:30～ 入退場門集合
《筑後保育所》     ※雨天時は13日帆
③15日 lkl「赤ちゃん広場 (新支援活動)」
0歳児対象、赤ちゃんとのふれあい遊びなど

④16日∩  「親子バス遠足」
(集 合〉サンコア
(目的地〉紅葉ケ丘公園  【申込み :10日④】
⑤21日∩・22日 lkl「運動あそび」
0～ 2歳児対象
23日休l「かくれんぼするものよっといで」
3～ 6歳児対象

ギ粛愁嘉芝合gス
》
  《現難星合ぞ義Υ晏瑯

10日⑥ 井原堤水辺公園
24日④ 筑後保育所園庭
雨天時は「おはなし会」 《おひさまハウス》
11月は…

①6日 lttl「サツマイモ掘り」
《前津ふるさと体験農園》 【申込み :31日④】
※時間はいずれも10:00～ 11:30
【申込み・問合せ】子育て支援センター (853-
8574)へ、

ジ

)

相  談 とき(受付) と こ ろ

こころ・ほつと相談 18日 (土113:30～ 15:30 保健センター

と  き 内  容 と こ ろ

7日013:00～ 14100 10か 月 児 健 診
保健センター

18日 (州 10:00～ 12:00 乳幼児教室(1～2歳児)

いきいき健康値操執室参加者顧簾

市では、保健師や健康運動指導士によるいきいき健康体操教室を開催
します。運動不足の人、いろんな運動したい人など参加してみませんか。

【とき】11月 12日 lアkl～来年3月 24日 lttlの
毎月第2。 4水曜日、10:00～ 11:30
【ところ】保健センター

【内容】ストレッチ体操や操体法、
リズム体操など

【対象】市内に住む40歳以上の人
【定員】25人になり次第締切り
【申込み・問合せ】10月 6日 (月 )から

電話で健康づくり課健康増進係 (a
53-4115)ヘ

頚
“
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電話番号はおまちがえのないように

ちくご自遊カレッジ
市と育児サポートろっき―では「ちくご自遊力

レッジ」を開きます。

〔講師〕①近藤由美さんほか②久留米大学講師・

川島久美子さん③サックス奏者・深町宏さんほか

〔参加料〕無料

〔定員〕①②50人③100人 (定員になり次第締切り)

〔申込み・問合せ〕①③は前日までに、②は10月

21日側までに勤労者家庭支援施設(a53-2516)ヘ

※託児 (②のみ)を希望する人は、申込み時に予約

をしてください

全
国
茶
サ
ミ
ツ
ト

全
国
茶
サ
ミ
ツ
ト
福
岡
大
会

ｉ

ｎ
八

女
市
実
行
委
員
会

で
は

「全
国
茶
サ
ミ

ッ
ト
福
岡
大
会

ｉ

ｎ
八
女

２
０
０
３
」

を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕

１。
月
１７
日
④

〔と
こ
ろ
〕
八
女
市
町
村
会
館

（
八
女

市
大
字
本
町
）

（内
容
〕

▼
緑
茶

フ

エ
ア
ー

（
野
点
、

茶

の
手
揉

み
実
演
、
物
産
展
な
ど
）
午

前

９
時
半
～
午
後

４
時

▼
講
演
会

『
茶

と
日
本
人

の
心
』

（講
師

【
作
家

・
五

木
寛
之
さ
ん
）

Ｈ
午
後
０
時

５。
分
～

（入
場
料
）
無
料

〔語
演
会
定
員
〕

５
０
０
人
に
な
り
次

第
締
切
り

（語
演
会
申
込
み

・
間
合
せ
〕
前

日
ま

で
に
同
実
行
委
員
会
事
務
局

（八
女
市

産
業
振
興
課
内
８
０
９
４
３
の
１
１
１

８
）

ヘ

愛
の
献
血
に
協
力
を

市
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
献
血
を

行
い
ま
す
。

（と
き
）
①
ｌＯ
月
１５
日
山
▼
午
前
１０
時

～
正
午
Ｈ
水
洗
小
学
校
▼
午
後
１
時
半

～
３
時
半
＝
市
保
健
セ
ン
タ
ｌ
②
・０
月

３。
日
い
▼
午
前
１０
時
～
１１
時
半
＝
筑
後

北
小
学
校
▼
午
後
１
時
～
３
時
半
＝
マ

イ
チ

ェ
リ
ー
筑
後
店

〔対
象
〕
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
▼
１６
～
６９
歳
の
健
康
な
人

（６５
歳
以

上
は
条
件
あ
り
）
▼
体
重
が
女
性
で
４。

ロ
キ
以
上
、
男
性
で
４５

ロ
キ
以
上
あ
る
人
▼

輸
血
や
臓
器
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
▼
Ｂ
型

・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
な
い
人
▼
妊
娠
し
て
い
な

い
人
な
ど

〔問
合
せ
）
同
会
事
務
局

（市
福
祉
事

務
所
内
Ｂ
０
４
１
１
１
内
線
２
２
１
）

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ

２

０

０

３

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
３
実
行

委
員
会
で
は
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え

る

「ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
３
」

を
開
き
ま
す
。

〔と
き
）
ｌ。
月
１９
日
側
午
後
１
時
～
４

時

〔と
こ
ろ
〕
八
女
文
化
会
館

（八
女
市

大
字
本
町
）

（内
容
）
写
真
パ
ネ
ル
展
、
平
和
に
つ

い
て
の
ク
イ
ズ
、
ア
ニ
メ
上
映
な
ど

〔入
場
料
〕
無
料

〔間
合
せ
）
同
実
行
委
員
会
事
務
局

・

永
松

（ａ
０
５
６
７
８
）

ヘ

桜
目
文
化
祭

桜
園
で
は
、
文
化
祭
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
１。
月
２６
日
倒
午
前
９
時
半
～

午
後
３
時
半

（と
こ
ろ
〕
桜
園

〔内
容
）
▼
講
演

『
子
供
た
ち
が
い
き

い
き
と
生
き
る
未
来

へ
』

（講
師

一
福

岡
女
学
院
大
学
専
任
講
師

。
奇
恵
英
さ

ん
）
▼
パ
ネ
ル
展
示
▼
模
擬
店
な
ど

〔問
合
せ
）
桜
園

（
ａ
０

８
３
４
２
）

特
別
永
住
者
の

皆
さ
ま
ヘ

県
な
ど
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で

旧
日
本
軍
の
軍
人

・
軍
属
と
し
て
戦
死

し
た
朝
鮮
半
島
や
台
湾
出
身
者
の
遺
族

・

重
度
戦
傷
病
者
を
対
象
に
弔
慰
金
な
ど

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

（弔
慰
金
な
ど
〕
▼
遺
族
Ｈ
２
６
０
万

円
▼
重
度
戦
傷
病
者
Ｈ
４
０
０
万
円

〔請
求
〕
来
年
３
月
３．
日
曲
ま
で
に
市

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係

（ａ
０
４
１

１
１
内
線
２
２
２
）

ヘ

囲
弔
慰
金
等
相
談
会

〔と
き
）

１。
月
１７
日
④
午
後

１
時
半
～

４
時（と

こ
ろ
）
県
庁
３
階
保
健
福
祉
部
会

議
室

（福
岡
市
博
多
区
東
公
園
）

※
事
前

の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

囲
問
合
せ

県
国
保

・
援
護
課

（
ａ
０
９
２

・
６

４
３

・
３
３
０
２
）

ヘ

い
ず
み
自
ま
つ
り

筑
後
い
ず
み
園
で
は

「い
ず
み
園
ま

つ
り
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
）
１。
月
１９
日
日
午
前
１０
時
～
午

後
２
時
半

（と
こ
ろ
）
筑
後
い
ず
み
園

（内
容
〕
人
形
劇
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

折
り
紙
、
工
作
な
ど

〔問
合
せ
）
筑
後
い
ず
み
園

（ａ
⑫
２

４
０
４
）

ヘ

都
市
計
画
案
公
聴
会

県

で
は
、
県
が
作
成
す

る
都
市
計
画

案

の
公
聴
会
を
開
き
ま
す
。

（と
き
）

１．
月
１２
日
曲
午
後

７
時
～
９

時
〔と

こ
ろ
〕
サ
ン

コ
ア
２
階
講
習
室

６

〔計
画
案
〕
県

の

「筑
後
都
市
計
画
区

域

の
整
備
、
開
発

及
び
保
全

の
方
針
」

※
傍
聴
を
希
望
す

る
人
は
当
日
、
午
後

６
時
半
か
ら
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

（定
員
Ｈ
ｌ
０
０
人
程
度
。
応
募
多
数

の
場
合
は
拍
せ
ん
）

回
公
述
希
望
者

〔対
象
〕
筑
後
都
市
計
画
区
域
に
住
ん

で
い
る
人
や
利
害
関
係
者

①
10月 18日 tD
10:00～ 11:30

東庁舎 1階

保健センター
エアロビクスと

英語での親子遊び

②
10月 25日 tヒ l
10:00～ 11:30

サンコア 2階
講習室 6

絵本の読み聞か
せ講座

③
11月 8日 lttl
10130～ 12:00

サシヨア 3階
軽運動室

親子で楽しめる
コンサート

爛ちくご鵬 側.<2ωぬ導勲



´
Ⅲ

ヽマ)

〔申
込
み
）
公
述
申
出
書
を

１０
月
２９
日

出
ま
で

（必
着
）
に
県
都
市
計
画
課

全
Ｔ

８． ２

‐
８
５
７
７

（住
所

不
要
）
）

ヘ

※
公
述
申
出
書

の
様
式
は
、
市
都
市
対

策
課

・
県
都
市
計
画
課
に
あ
り
ま
す

※
応
募
多
数

の
場
合
は
選
考
し
ま
す

囲
都
市
計
画
案

の
事
前
閲
覧

〔と
き
〕

１。
月
１５
日
困
～
２９
日
出

の
年

前

８
時
半
～
午
後

５
時

※
土

・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

（と
こ
ろ
〕
市
都
市
対
策
課
、
県
都
市

計
画
課

，

圏
問
合
せ

県
都
市
計
画
課

（
ａ
０
９
２

・
６
５

１

・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
５
）

ヘ

※
公
述
希
望
者
が
な
い
と
き
は
、
公
聴

会

を
中
止
し
ま
す
。
開
催

の
有
無
は
、

問
い
合
わ
せ
る
か
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（軍
ご
一＼
＞
でぎ
，私ゝ
も
お
堂
崖
ａ
α
Ｓ
む
）

を
見

て
く
だ
さ
い

植
木
温
泉
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
旅

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は

「植
木

温
泉
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
旅
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
）

１。
月
２８
日
側
～
２９
日
困
、
２８

日
の
午
前

１０
時
市
役
所
前
出
発

※
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
数
人
集
ま
れ
ば
、

出
発

の
と
き
に
バ

ス
を
ま
わ
し
ま
す

〔宿
泊
地
〕
荒
木
観
光
ホ
テ
ル

（熊
本

県
鹿
本
郡
植
木
町
）

〔参
加
料
〕

８
０
０
０
円

（定
員
〕

８。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（申
込
み

・
問
合
せ
〕

１０
月
２２
日
出
ま

で
に
申
込
金

１
０
０
０
円
を
添
え

て
同

会
事
務
局

（市
健
康
づ
く
り
課
内
、
月

・

水

・
金
曜
日
の
み
ａ
０

４
１
１
１
内
線

２
０
９
）

ヘ

※
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル

フ
大
会
は
個
人
戦

で
す

環
境
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ち
く
ご

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
出
店
者

市
な
ど
で
は

「環
境
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ

ち
く
ご
」
で
行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
）
１．
月
９
日
団
午
前
９
時
～
午

後
２
時

（と
こ
ろ
）
市
役
所
本
庁
舎
南
側

（出
店
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
含
せ
〕
１０
月
３．
日
④
ま

で
に
同
フ
エ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
北
島

ａ

⑫
６
７
３
４
）

へ

※
食
べ
物
や
、
環
境
に
影
響
の
あ
る
も

の
は
出
品
で
き
ま
せ
ん

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
徐
力
づ
く
り

の
た
め
の

「市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
）
Ｈ
月
３
日
例
年
前
６
時
市
役

所
集
合

（と

こ
ろ
）
え
び

の
高
原
韓
国
岳

（宮

崎
県
え
び

の
市
）

（対
象
〕
登
山
道
を
片
道

２
時
間
程
度

歩
け
る
人

〔参
加
料
〕
３
０
０
０
円

〔定
員
〕

８。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
間
含
せ
〕

１０
月
２２
日
困
ま

で
に
参
加
料
を
添
え

て
社
会
教
育
課
文

化

ス
ポ
ー

ツ
係

（
ａ
０

４
１
１
１
内
線

４
３
５
）

へ

食
と
農
と
健
康

発
芽
玄
米
モ
ニ
タ
ー

市
で
は

「発
芽
玄
米
モ
ニ
タ
ー
」
の

二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

（実
施
期
間
）
来
年
３
月
３．
日
困
ま
で

（内
容
〕
▼
市
が
貸
し
出
す
玄
米
発
芽

機
を
使

っ
て
、
１
日
１
食
発
芽
玄
米
を

食
べ
る
▼
筑
後
市
産
玄
米
を
使
う
▼
健

康
度
調
査
、
報
告
な
ど
に
協
力
を
す
る

（対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
２。
歳
以

上
の
人

（募
集
人
数
）
１２
人
に
な
り
次
第
締
切

り
（申
込
み

・
問
合
せ
）
１０
月
１７
日
④
ま

で
に
農
政
課
農
政
係

（ａ
０
４
１
１
１

内
線
３
３
１
）

ヘ

※
後
日
説
明
会
を
開
き
ま
す

３
３
３
３
段

日
本

一
の
石
段
の
ぼ
り

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
石
段

の
ば
り
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
〕
１。
月
２４
日
④
午
前
８
時
市
役

所
前
出
発

（雨
天
決
行
）

（と
こ
ろ
）
釈
迦
院

（熊
本
県
下
益
城

郡
中
央
町
）

※
行
き
先
変
更
の
場
合
あ
り

（持

っ
て
く
る
も
の
）
弁
当
、
水
筒

〔参
加
料
）
１
５
０
０
円

〔定
員
〕
２５
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（６。

歳
以
上
の
人
を
優
先
）

（申
込
み

・
問
合
せ
）
１０
月
２。
日
側
ま

で
に
参
加
料
と
印
か
ん
を
持

っ
て
同
会

事
務
局

（市
健
康
づ
く
り
課
内
、
月

。

水

・
金
曜
日
の
み
ａ
０
４
１
１
１
内
線

２
０
９
）

ヘ

絵
画
教
室

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
格
的
に
絵

画
の
勉
強
を
し
た
い
人
の
た
め
の
絵
画

教
室

（ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）
を

開
き
ま
す
。

（と
き
）
Ｈ
月
７
日
～
来
年
２
月
２。
日

の
金
曜
日

（全
１２
回
）
、
年
後
７
時
～

９
時

※
休
日
の
野
外
ス
ケ

ッ
チ
も
予
定
し
て

い
ま
す

〔と
こ
ろ
）
サ
ン
コ
ア
２
階
講
習
室
４

〔講
師
）
市
美
術
協
会
会
長

・
友
添
泰

典
さ
ん

一―一題露ity lnttrttatiOn
ちくごファミリー・サポート・センター保育講習会

ちくごファミリー・サポート・センターでは、20歳

以上の人を対象にした提供会員養成のための保育講習

会を開きます。修了者は「提供会員」として登録され、

有償ボランティア活動ができます。

〔受講料〕無料 (テキスト代2000円 は自己負担)

〔定員〕30人になり次第締切り

〔申込み・間含せ〕10月 10日 l金)までに同センター事務

局 (市福祉事務所内a53-3123)ヘ

※託児を希望する人は申し込み時に予約をしてください

|

|

|

‖

10月 16日 lttl

12:50～16:00

サンコア 3階視
聴覚室

開講式、事業説明、

保育のこころ

サンコア 2階講
習室 6、 東庁舎
1階保健センター

子どもの遊び実技、

身体の発育と健康管
理、子どもの世話

10月 23日 lttl
10100～16:40

10月 24日 (3
9:00～16:30

サンコア1階料理

実習室、サンコア

3階視聴覚室ほか

子どもの食事と栄養、安全対

策と応急処置、障害をもった

子どもへの配慮、閉講式

と  き 内   容と こ ろ

ぬ聾疑御)広報ちくご鵬 Ю.1



（対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤

。
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

（受
講
料
）
無
料

（画
材
は
自
己
負
担
）

（定
員
）
１２
人

（応
募
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
。
４
入
以
下
の
場
合
は
中
止
）

〔申
込
み

・
間
含
せ
〕
１０
月
１５
日
囚
ま

で
に
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
（ａ

０
４
１
１
１
内
線
４
３
３
）

ヘ

ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

ク
ツ
キ
ン
グ

市

で
は
、
お
し
や
れ
な

フ
ラ
ン
ス
料

理
や
お
も

て
な
し

の
和
食
を
学
ぶ
料
理

教
室
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕

▼
フ
ラ
ン
ス
料
理
＝
１０
月
２６

日
側
、

■
月
２
日
倒

▼
日
本
料
理
Ｈ
ｌ２

月
７
日
団

※
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前

１０
時
～
年
後

１
時〔と

こ
ろ
〕
サ
ン

コ
ア
ー
階
料
理
実
習

室

（講
師
〕

▼
フ
ラ
ン
ス
料
理
Ｈ
フ
ラ
ン

ス
料
理
店

シ

エ
フ

・
古
賀
達
昌
さ
ん

▼

日
本
料
理
Ｈ
筑
後
高
等
料
理
学
院

・
光

延
恵
美
子
さ
ん

（受
請
料
〕
無
料

（材
料
費
各
回
１
０

０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

〔定
員
）
２５
人

（応
募
多
数

の
場
合
は

抽
せ
ん
）

（申
込
み

・
問
合
せ
〕

１０
月
１４
日
側
ま

で
に
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

（
ａ
０

２

５
１
６
）

ヘ

※
託
児

・
託
老
を
希
望
す

る
人
は
申
し

込
み
時
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い

リ

ー
ダ

ー
養
成
セ

ミ
ナ

ー

市
で
は
、
地
域
活
動
な
ど
に
取
り
組

む

「リ
ー
ダ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

き
ま
す
。

（と
き
）
①

フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
ー
講
座

Ｈ
ｌ。
月
８。
日
肉
、
■
月
６
国
内
の
年
後

７
時
～
９
時
②
あ
す
ば

る
フ

ェ
ス
タ

ヘ

行

こ
う
Ｈ
Ｈ
月
２２
日
硼
午
前
９
時
～
午

後

５
時
③

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ

ス

・
ト
レ

ー

ニ
ン
グ

Ｈ
Ｈ
月
２７
日
∩
午
後
７
時
～

９
時（と

こ
ろ
〕
①
③
サ

ン
コ
ア
２
階
講
習

室
６
②

ク

ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

（春
日
市

原
町
）

〔講
師
）
①

フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ミ
一∽
ゴ
。
一［［
永
明
子
さ
ん
③

フ

エ

ミ

ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー

・
本
多
玲
子

さ
ん（参

加
料
〕
無
料

（定
員
）

２。
人

（応
募
多
数

の
場
合
は

拍
せ
ん
）

（申
込
み

・
問
合
せ
〕

１０
月
１５
日
閑
ま

で
に
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

（
ａ
０

２

５
１
６
）

ヘ

※
託
児

・
託
老

（①
③

の
み
）
を
希
望

す

る
人
は
申
し
込

み
時
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い

パソコン講座

市教育委員会では「パソコン講座」

を開きます。

〔とき〕①Ⅷord活用コース (午後)=
11月 4日 (州～12日 lアk113:30～ 16:30
紗 /ヽord活用コース (夜間)=11月 4日
(月～12日 lアk119:00～21:00③Excel
活用コース=11月 17日 l月 )～ 21日 013:
30～ 16:30④Excel初級コース=11月
17日 (月)-27日 ltt119 1 00～ 21:00
※土。日曜日、祝日は除きます

〔ところ〕サンコア2階講習室 5

〔内容〕①②はがきなどの作成③家計

簿や住所録の作成④表計算・グラフ作

成など

〔語師〕アソウヒューマニーセンター

派遣職員

〔対象〕市内に住んでいるか通勤 。通

学している人で、キーボードの操作が

できる人

〔テキスト代〕①②2890円③1020円

C遊000円

〔定員〕各20人 (応募多数の場合は、

市が主催するパソコン講座を初めて受

講する人を優先して抽せん)

〔申込み・問合せ〕10月 15日 lノイ、lまでに

中央公民館 (853-4111内線451)ヘ
※申込みは 1人 1コースのみ

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児重相談
毎週月・火・木曜日
8:30～ 17:00 市民相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

市民課
8⑬4111内線134

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30～ 17:00 教育研究所

いじめ・不登校 。学習 。進路などの
悩みや心配など  (教 育相談員 )

学校教育課
a04117

健康に関する
総 合 相 談

毎週金日程日
9:00-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談     (医 師、看護部長等 )

市立病院総務課
8電)7511

心 と 体 の
障 害 相 談

10月 8日 (水 )
13:30～ 16:00

おひさまハ
ウス

障害者 (児)やその家族の悩みなど
(社会福祉士)

市民課
8⑬4111内線134

心の健康相談
毎週金曜日
13:00-16:00 市民相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

市民課
804111内線134

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日
13:00～16:00 市民相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員茉母子相談員 )

市民課
804111内線134

補 聴 器 相 談
10月 21日 (火 )・ 22日 (水)
10:00～ 12:00 市民相談室

聴覚障害者用の補聴器について相談、
修理など      (指 定業者 )

福祉事務所
a餞 111内線223

在 宅 介 護 相 談  (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院(8② 1439)、芳樹園(802511)、クリーンパルゆう(a⑫o630)、 社会福祉協議会(8⑫9066)

ワー

|

★子育て電話相談 全53-3574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
★教育相談電話  金52-8880   ★福岡県教育ホットライン 全52-4949
★女性の悩み (DV等 )電話相談  盗53-2516(毎 週月～金曜日 8:30～ 17:00)

闘ちくご鵬 Ю.1確D麗聾疑



図書室だよ ,

新刊図書紹介コーナー

『ゆっくりむし』みやざきひろかず作

ゆっリ し
ゆっくりむしはお散歩に

出かけます。あんまりゆっ

くりしすぎて、花はあつと

いう間に散り、そして世の

中は… Ⅲ?心にゆとりと笑
いをくれる絵本です。

10月 の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1234

567891011
12  13 14 15 16 17 18

19  20 21  22 23 24 25
26 27 23 29 30 31

は休館日です

心 ゆたかに生涯読書

☆開館時間 9:00～ 17:00
(木 。金曜日=9:∞～20:00)
☆中央公民館図書室

a(直)51-7200
B (代)53-2178

読書週間に
ぜひ 1冊の本を
10月 27日 l月 )～ 11月 9日 (日 )は

読書週間です。この機会に、

ぜひ本を読んでください。

標語 :『あり

ますか ?好き

だといえる

1冊が・・』

今

◆

Oο
|゛

「本
を
読
む
と
若
く
な
る
」
と
言
わ

れ

て
い
ま
す
。
軽

い
ス
ポ

ー

ツ
や
散
歩

が
身
体

の
健
康
を
支
え
る
よ
う
に
、
本

を
読
む

こ
と
が
頭

の
体
操
に
な
り
、
心

の
健
康
に
役
立

つ
か
ら
で
す
。
本
に
親

し
む
習
慣
が
な
か

っ
た
人
も
、
何
か

一

冊
日
に
ふ
れ
た
も

の
か
ら
読
ん

で
み
ま

せ
ん
か
？

図
書
室

で
は
、
簡
単
な
手
続
き

で
本

を
無
料

で
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、

読
み
た
い
本

を
リ
ク

エ
ス

ト
し

て
探
し

て
も
ら
う

こ

と
も

で
き
ま

す
。
気
軽
に

利
用
し

て
く

だ

さ
い
。

く
おはなしのじ倉庁
図書室では、おはなしボラ

ンティアなどによるおはなし

会を開きます。

〔とき〕10月 25日 仕111:30～

12:00

〔ところ〕サンコア 1階託児

室

〔内容〕絵本の読み聞かせや

ィネヽルシアタ
ー    |

Ⅲ

)

,

相

(日 程 は 都 合 に よ り変 更 され る 場 合 が あ ります )

く児童向き>

まるまる             もも

はしれ !ウ リくん    きむらゆういち
ブリットーマリはただいま幸せ アストリッド・リンドグレーン

かいけつゾロリのようかい大リーグ 原ゆたか
きんぎょひめ        とだかずよ

く一般向き>

フランスの空に平不日のつるが舞うとき 美帆シボ
「ウマがあう人」に人生でたくさん出会える 斎藤茂太

ありがとう、チャンプ     ニ浦英司
生きる言葉          五木寛之

若き日の詩         松谷みよ子

天使の爪 上・下       大沢在昌
脳を育て、夢をかなえる    川島隆太
色とかたちが奏でる美富本憲吉のやきもの 中ノ堂一信

↑ロ    ヨ央 と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

消費生活相談
毎週月・水・木・金曜日

8:30～ 17:00
市民相談室

消費生活に関する苦情など

(消費生活相談員)
市民課
804111内線185

社会保険相談
10月 23日 (本 )
10:00～ 15:00

商工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)
久留米社会保険事
務所  8⑬ 6191

行 政 相 談
10月 16日 (木 )
10:00～12:00

サンコア
2階談話室

国、公団、公社等に対する苦情・意
見・要望など  (行政相談委員)

市民課
804111内線183

求 職 相 談
毎週火曜日

10:00-16:00
商工観光課

職業について。求人票は常時商工観
光課で公開    (職 業相談員)

商工観光課
804111内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日

8:30～ 17:00
市民相談室

給料不払い、雇用主とのトラブルな

ど        (労 働相談員 )

市民課
a0411内線185

無料法律相談
10月 15日 (水 )
13:30～ 16:30 市民相談

室

金銭、不動産、家庭問題など。予約

受付日10月 10日④、定員7人を超え

た場合は抽せん    (弁 護士 )

市民課 (予約も)
804111内線183

レデ イー ス
法 律 相 談

10月 17日 (金 )
17:30～19:30

サンコア
離婚、相続、セクハラなど。相談者は

女性のみ。要予約  (女性弁護士)
勤労者家庭支援施設
(予約も)8③2516

心配ごと相談
毎週木曜日

13100～16:00
総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員 )

社会福祉協議会
8短)3969

ぬ聾疑偲o闘ちくご鵬 Ю.1
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10月の行事 げ 心ヽ

撃

日 月 火 水 木 金 土

ど

第
８８
回
二
科
展
で

入
選
に
選
ば
れ
た

大
正
３
年
に
始
ま
り
、
長
い
歴
史
と
伝
統

を
誇
る

「第
８８
回
二
科
展
」
の
写
真
部
門
で
、

本
村
弘
年
さ
ん

（上
原
々
北
、
６５
歳
）
の
作

品

「春
日
」
が
、
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

過
去
最
高
と
な

っ
た
出
展
数
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
本
村
さ
ん
の
作
品
に
は
、
古
び
た
倉
庫

を
背
景
に
モ
ク
レ
ン
の
花
が
色
鮮
や
か
に
写

り
、
地
面
に
座
る
犬
の
表
情
が
見
る
人
の
心

を
引
き
付
け
ま
す
。

「通
り
が
か
り
に
何
げ

な
く
見
た
風
景
で
す
が
、
犬
の
表
情
が
何
と 本

村

弘
年
さ
ん

づ
く
り
を
す
る
本
村
さ
ん
の
才
能
は
す
ぐ
に

評
価
さ
れ
、
国
美
芸
術
展
を
は
じ
め
数
々
の

賞
を
受
賞
。
昨
年
は
い
瀬
高
町
で
初
め
て
の

個
展
を
開
き
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

「写
真
は
私
の
唯

一
の
楽
し
み
で
、
人
生
の

励
み
に
な
り
ま
す
ね
」
と
、
明
る
く
笑
う
本

村
さ
ん
。
自
家
用
車
に
愛
用
の
カ
メ
ラ
３
台

を
乗
せ
、
毎
週
の
よ
う
に
趣
味
を
共
有
す
る

妻

・
幸
代
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
撮
影
に
出
か

け
ま
す
。
そ
ん
な
本
村
さ
ん
が
、
も

っ
と
も

印
象
ｋ
残
る
風
景
は
、
３。
房
以
上
の
風
が
吹

く
中
ス
イ
ス
の
４
、
０
０
０
肝
級
の
雪
山
に

登

っ
て
撮
影
し
た
自
銀
の
世
界
。

「命
が
け

で
撮

っ
た
風
景
は
、　
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

と
、
笑
い
な
が
ら
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
生
き
生
き
と
楽
し
み
な
が
ら
写
真
を

撮
り
続
け
る
本
村
さ
ん
。
今
後
の
目
標
は
「切

磋
琢
磨
し
て
、
ど
れ
だ
け
人
を
感
動
さ
せ
ら

れ
る
作
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
問

い
続
け
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

5  6  7
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26 27 28

1   2
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15 16

22 23

29 30

3  4

10 11

17 18

24 25

31

日

日

日

日

６

７

９

１

□
瀞
哺
　
灘
ぶ
剖
　
回
召
型
　
Ｏ
ｌ
ｅ
当
召
型
翼

□
諭
淋
　
誘
繋
当
弊
叶
じ
Λ
こ
鞘
　
引
∞
ω
∵
∞
ｏ
ｏ
滓
前
目
加
灘
ぶ
卦
Ｅ
＼
半
∞
ｏ
∞
琳
苫
　
働
ｏ
ｏ
ヽ
Ｙ
ｏ
∵
ヽ
〓

Ｐ　
目
ｏ
ｏ
卜
｝
釦
Ｙ
い
Φ
］
∞

固
ヨ
ｐ
δ
◎
①
，電

ｏ
す
一声
ｃ
∞
ｏ
宮
本
α
ｏ
声
ω
■

目
一
ｇ
こ
導
ｒｆゼｆ，ンヽ
・ｏ
市電

０
す
一声
ｃ
∞
ｏ
Ｆ
声
●
ｏ
舒

■

も
寂
し
げ
で
、
思
わ
ず
シ
ャ
ツ
タ
ー
を
き
り

ま
し
た
」
と
、
本
村
さ
ん
は
作
品
と
の
出
会

い
を
語
り
ま
す
。

本
村
さ
ん
が
写
真
を
始
め
た
の
は
、
５４
歳

の
と
き
。
若
い
こ
ろ
か
ら
建
設
会
社
で
完
成

写
真
な
ど
を
撮
影
し
て
い
た
本
村
さ
ん
は
、

子
育
て
が

一
段
落
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
格

的
に
撮
り
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
多
く

の
人
が
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
風
景
に
も
目
を
留

め
る
繊
細
な
感
覚
と
、
想
像
力
豊
か
な
作
品

は市役所の閉庁日です
※毎週木曜日は市民係窓口業務を19:OOま
で延長しています

¬日 住宅・土地統計調査◆あいさつ運
動 (重点 :羽犬塚小、三川」ヽ、水

洗小 )

5日 健康と福祉の祭輿
農業委員会

教萄委員会

《寒露》

クリーン作戦 (重点 :二川小校区)

◆ちつごスポーツフェスティバル

(～ 13日 )

《体宙の日》

益田素平翁頌徳祭◆全国茶サミッ

ト福岡大会 (～ 17日 )

《霜降》

水田天満宮稚児風流

幼年消防クラブ大会

▲入選作となつた「春日」

13日

16日

24日

25日

30日

フライトおさつ (材料)1人 分
サツマイモ………60g
水煮大豆…………30g
小麦粉…………… lg
ニンジン…………20g
グリンピース(冷凍)

…………………・ 3g
レーズン………… 5g
揚げ油……………適量

砂糖………… 刀ヽさじ1

しようゆ…小さじ1/5

みりん……小さじ1/5

(野菜提供=」Aよ らん野)

(作り方〉

①サツマイモはlcm角に
切り、水にさらす。

②水煮大豆はざるに上げ、

小麦粉をまぶす。

③ニンジンもlcm角に切
り、軽くゆでておく。

④ グリンピース (冷凍)は
ゆでて解凍する。

⑤ レーズンは熱湯をかけて

おく。

⑥①～③を油で揚げる。

⑦砂糖。しょうゆ。みりん

を火にかけ、④～⑥を加える。

サツマイモは、食物繊維が多く含まれ、便秘改善や動脈硬化予防に期待できます。
ビタミン類も豊富なので、老化防止や美肌効果にも役立ちます。

※散歩道 (P12)の こたえ:①「―路」②「人心」③「進退」

広報ちくご H15.10.1(24)

月 税

市 (県)民 税
国民健康保険税

3期

4期

△

フ

8月の人の動き

人 口  47,846人 (+26人 )
男    22,846人 (+16人 )
女   25,000人 (+10人 )
世帯数   15,263戸 (+20戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

8用の交通事故

発生件数    55件 (325件 )
負傷者数    75人 (419人 )
死亡者数    0人  ( 3人 )
※カッコ内は今年の累計です

8月の火災 ,救急

出火件数   0件 (  8件 )
火災損害   0万円 (1,445万円)
救急出動  126件 (1,012件 )
※カッコ内は今年の累計です

べ 5

便 ユ 苺 曇 瑠 認 習 悸
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